
八女黒木大藤まつりのお知らせ　ほか
４月は統一地方選挙が行われます   
東日本大震災への義援金を募っています   
八女地域交流センターの愛称が決まりました
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【今月の主な内容】
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色
と
り
ど
り一
番
咲
き
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
競
演

八
女
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
が
４
月
３
日
㈰
ま
で
矢
部
村
飯
干
広
場

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
花
の
女
王
と
呼
ば
れ
る
淡
い
ピ
ン
ク
の
気

品
高
い
「
筑
紫
し
ゃ
く
な
げ
」
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど
り
の
世
界

の
し
ゃ
く
な
げ
２
５
０
種
類
２
万
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報



2　2011.4.1　広報やめ

日
時
＝
４
月
15
日
㈮　

10
時
30
分
～

会
場
＝
素す

さ
の
お

盞
嗚
神
社
境
内

　
藤
の
花
を
た
た
え
地
域
の
発
展
と
市
民
の

幸
福
を
祈
念
し
、
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注

ぐ
神
事
で
す
。
か
つ
て
の
戦
火
や
約
２
０
０

年
前
に
黒
木
が
大
火
に
あ
っ
た
際
、
大
変
な

損
傷
を
受
け
た
藤
の
根
元
に
酒
の
粕
を
与
え

た
こ
と
で
樹
勢
が
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
に

由
来
し
、
以
後
毎
年
お
神
酒
を
注
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬

時
間
＝
９
時
～
17
時

会
場
＝
物
産
展
会
場

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ
か
、
い
も

ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど
の
郷
土
料
理
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
４
月
24
日
㈰　

10
時
～
15
時　
　

受
付
＝
物
産
展
会
場　

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
限
定
１
５
０
人
）

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

散
策
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬

場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

期
間
＝
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
22
日
㈮
～

24
日
㈰
・
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰

時
間
＝
11
時
～

場
所
＝
黒
木
ま
ち
な
み
交
流
館
（
旧
松
木
家

住
宅
）

「
だ
ご
汁
セ
ッ
ト
」
や
「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」
な

ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
＝
４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

物
産
展
会
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
年
に
一
度
こ
の
時
期
だ
け
、
蔵

の
中
に
入
り
、
本
格
焼
酎
「
古
久
」
の
試
飲

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬

場
所
＝
樋
口
善
造
自
宅
ア
ト
リ
エ

期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬

星野村の東端、ミヤシノ地区の斜面に「筑紫シャクナゲ」約5000
本が咲きほこります。若葉の鮮やかな緑とシャクナゲの淡いピンクのコ
ントラストは一見の価値があります。
期間中は、地域の皆さんによる「だご汁定食」「手造りこんにゃく」

などの販売も行われます。
◦期間＝4月16日㈯～ 5月5日㈷
◦会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
◦問い合わせ＝星野支所建設経済課（☎52・3114）

ミヤシノシャクナゲまつり

◉
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

◉
物
産
展

◉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◉
無
料
湯
茶
接
待

◉
さ
く
ら
茶
屋　
A

◉
「
古
久
蔵
」
蔵
開
き

◉
樋
口
善
造
作
品
展　
B

◉
酒
井
武
雄
鏝
絵
展　
C

 期間／４月16日㈯～５月初旬　会場／素
す さ の お

盞嗚神社周辺

星野

八女黒木大藤まつり



広報やめ　2011.4.13

場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
日
＝
４
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰

時
間
＝
13
時
～
15
時

場
所
＝
大
藤
演
舞
場

◆
藤
の
開
花
の
状
況
は
黒
木
町
観
光
協
会
ホ

男ノ子焼の里
れんげ祭り

観音さまを
彫ってみよう！

◦日時＝4月23日㈯ 9時～ 16時
◦日時＝4月24日㈰10時～ 15時
◦会場＝男ノ子焼の里
◦内容＝男ノ子焼登り窯開き・即売会、郷
土料理、農産品販売、たけのこ掘り体験（有
料）、もちつき体験など
◦問い合わせ＝男ノ子焼の里

（☎22・5432）

◦期日＝4月23日㈯～ 24日㈰
◦時間＝一日コース10時～15時（弁当持参）
◦会場＝男ノ子荘厳院（男ノ子焼の里近く）
◦内容＝つくし仏像彫刻会の簡単に彫れる
観音さま彫刻体験
◦料金＝受講料無料・材料代 1000円
◦問い合わせ＝西田さん

（☎090・1975・3108）

◉
ア
コ
ース
ティッ
ク
ラ
イ
ブ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w.tow
nkurogi-ta.jp/

問
い
合
わ
せ

黒
木
町
観
光
協
会
（
☎
４
２・９
１
９
０
）

黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
４
２・１
１
１
５
）

樹齢600余年の歴史を誇る国指定天然記念物「黒木の大藤」。
応永2年（1395年）に後征西将軍良成親王の手で植栽されたと伝えられています。
境内には約3000平方メートルの藤棚が広がり、1メートルを超す花房が川風にたなびき、周囲
は藤の芳香につつまれます。

立花

◦黒木総合支所

◦学びの館（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

南仙橋

矢部川

◦「ふじの里」黒木警
部交番

◦

Ｐ

Ｐ

Ｐ

物産展会場

←八女市街

←上陽・星野 ←
笠
原

津江神社の大樟
黒木の大藤

→矢部

シバザクラ花園

国道442号

下町の古い町並み

★

★ ★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

歩行者専用
（9時～17時）

A

B

図map

案内

C
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4　2011.4.1　広報やめ

今
回
は
、
八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
す
べ
て
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の

は
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

年
齢
居
住
要
件
＝
平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
23
年
１
月
16
日
ま

で
に
八
女
市
に
転
入
届
出
を
し
て
引
き
続
き

八
女
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
日
に
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
転
出
前
に
期
日
前
投
票
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
出

産
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所
へ

行
っ
て
投
票
で
き
な
い
（
見
込
み
の
）
人
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投

票
の
際
に
は
「
投
票
所
入
場
券
」
を
持
参
く

だ
さ
い
（
届
い
て
い
な
い
時
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）。期
日
前
投
票
所
は
次
の
６
か
所
で
す
。

◦
期
日
前
投
票
所

▼
八
女
市
役
所
２
０
５
会
議
室

▼
上
陽
支
所
小
会
議
室

▼
黒
木
総
合
支
所
第
５
会
議
室

▼
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

▼
矢
部
公
民
館

▼
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

◦
投
票
期
間
＝
４
月
18
日
㈪
～
23
日
㈯

◦
投
票
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

※
八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
お
住
ま

い
の
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
右
記
６
か
所
ど

こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所
入
場
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
忘
れ
た
り
、
な
く

し
た
り
し
て
も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の

受
付
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八
女
市
内
の
転
居
者
で
４
月
12
日
以
降

に
転
居
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
転
居
前
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お

手
持
ち
の
入
場
券
で
投
票
所
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
公
報

を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー

掲
示
板
を
市
内
に
設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ

の
掲
示
板
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
し
た
と
き

は
、
お
手
数
で
す
が
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
24
日
㈰　
21
時
15
分
か
ら

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

(http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp)

八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
八
女
市

役
所
総
務
部
総
務
課
内
☎
２
３・１
１
１
１
）

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す

４
月
10
日
日 
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
24
日
日 
八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
は
７
時
～
20
時
（
一
部
の
投
票
所
は
7
時
～
19
時
）、
市
内
の
投
票
所
は
25
か
所
で
す
。

あ
な
た
が
投
票
す
る
会
場
と
時
間
は
、
お
届
け
す
る
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

投票所 投票会場 投票時間
第 1 投票所 福島小学校体育館 ７時～ 20時
第 2 投票所 八女市民会館研修棟（旧中央公民館） ７時～ 20時
第 3 投票所 長峰小学校体育館 ７時～ 20時
第 4 投票所 八女市総合体育館 ７時～ 20時
第 5 投票所 上妻小学校体育館 ７時～ 20時
第 6 投票所 三河小学校体育館 ７時～ 20時
第 7 投票所 八幡小学校体育館 ７時～ 20時
第 8 投票所 川崎小学校体育館 ７時～ 20時
第 9 投票所 忠見小学校体育館 ７時～ 20時
第10投票所 岡山小学校体育館 ７時～ 20時
第11投票所 西中学校体育館 ７時～ 20時
第12投票所 八女市農業活性化センター ７時～ 19時
第13投票所 八女市研修センター（発心） ７時～ 19時
第14投票所 黒木地域交流センター（ふじの里） ７時～ 19時
第15投票所 豊岡コミュニティセンター ７時～ 19時
第16投票所 串毛コミュニティセンター ７時～ 19時
第17投票所 木屋農村環境改善センター ７時～ 19時
第18投票所 笠原集会所 ７時～ 19時
第19投票所 大淵小学校体育館 ７時～ 19時
第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～ 20時
第21投票所 筑南小学校体育館（旧北山小学校体育館）７時～ 20時
第22投票所 白木コミュニティセンター ７時～ 19時
第23投票所 旧上辺春小学校体育館 ７時～ 19時
第24投票所 矢部公民館１階会議室 ７時～ 19時
第25投票所 星野行政福祉センター ７時～ 19時

投
票
で
き
る
人
は
…

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投
票
日
当
日
は

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

即
日
開
票

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ



広報やめ　2011.4.15 広報やめ　2011.4.15

この
た
び
発
生
し
た
、
東
日

本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
の々
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お

見
舞い
申
し
上
げ
ま
す
。

一日
も
早い
復
旧
と
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
が
戻
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

「いてもたってもいられない気持ち」と、多く
の市民の皆様から募金が寄せられています

被災地への
義援金募金箱

を設置して
います

　八女市では 3 月16日㈬、支援物資と
して市の特産物である「福岡の八女茶」
ペットボトル 500 ｍｌ入り（販売元・福
岡八女農業協同組合）を、10トン車１
台分（960 ケース 23,040 本）を、福岡
県救援物資提供申し出受付機関を通じ
て提供しました。市内運送業者（今井
運送）のご厚意によりまして運搬費は無
償としていただきました。

「おいしい八女茶で被災者の心とのどの
乾きをいやしてくだされば」と思います。

　平成 23 年 3 月11日に発生した東日
本大震災では 3 月22日現在で死亡者と
行方不明者は 2 万 1592 人となり、今な
お多くの方々が厳しい避難生活を送って
います。八女市ではこの未曾有の大災
害に対し、義援金として1千万円を日本
赤十字社を通して被災地へ贈りました。

　八女消防本部は 3 月14日㈪から 20日
㈰まで、消防庁から福岡県隊への出動指
示に基づき、消防ポンプ自動車 1台と資
機材搬送車 1台、消火隊 1隊 5 人を東北
関東大震災の被災者支援のために派遣し
ました。一行は宮城県山元町に入り、行
方不明者の捜索・救助・消火・けが人や
病人の搬送などに当たりました。山元町
では 3 月21日現在 414 人の死亡を確認。
まだ 465 人の行方が分からない状況で、
3760 人が市内 9 か所に避難しています。

八女茶で心とのどの渇き
をいやしてください

災害義援金として
1千万円を日本赤十字に

八女消防本部　緊急消防
援助隊として現地へ

施設名 開庁（館）時間 休館日等 連絡先

八女市役所（本庁）8:30 ～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 23・1731

黒木総合支所 8:30～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 42・1123

立花支所 8:30～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 23・5142

上陽支所 8:30～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 54・2211

矢部支所 8:30～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 47・3111

星野支所 8:30～ 17:15（平日） 土日、祝日 ☎ 52・3112

総合体育館 8:30～ 19:00（平日）
8:30～ 17:00（土日祝） 月曜日（祝日の場合開館） ☎ 24・1230

図書館（本館） 10:00～ 20:00（平日）
10:00～ 18:00（土日祝）

月曜日（祝日の場合開館）
※4/11～4/19は特別整理
期間のため休館

☎ 22・2504

八女伝統工芸館 9:00 ～ 17:00 ３月休館日なし
４月以降月曜休館 ☎ 22・3131

八女市では地震・津波被害に対する支
援として、市庁舎等市の施設に募金箱
を設置し、義援金を受け付けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 23 年 3 月18日現在）

被災現場で活動する消防署員（3 月18日）
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昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

の
愛
称
募
集
に
は
、
２
９
１
人
か

ら
４
５
９
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
女
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
（
現
八
女
市
民
会
館
運
営

委
員
会
）
で
選
考
の
結
果
、
右
記

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

愛
称
の
「
お
り
な
す
八
女
」
は
、

外
来
語
や
造
語
で
は
な
く
八
女
の

良
き
伝
統
や
文
化
を
将
来
に
受
け

継
ぎ
、
味
わ
い
深
い
美
し
い
日
本

語
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
の
中
で
「
交
流
セ
ン

タ
ー
」
は
市
内
に
複
数
あ
り
分
か

り
づ
ら
い
こ
と
、「
八
女
市
民
会

館
」
は
簡
潔
で
分
か
り
や
す
く
イ

メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
な
ど
の
理

由
か
ら
正
式
名
称
を
「
八
女
市
民

会
館
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
応
募
作
品
の
中
か

ら
、大
ホ
ー
ル
を「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
」、小
ホ
ー
ル
を
「
は
ち
ひ
め
ホ
ー

ル
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

八女市民会館

― おりなす八女 ―

「おりなす八女」
交流棟の概要
◦大ホール（796 席）
◦小ホール（252 席）
◦交流室Ａ（74㎡・54 席）
◦交流室Ｂ（57㎡・30 席）
◦創作・練習室Ａ（77㎡）
◦創作・練習室Ｂ（41㎡）
◦創作・練習室Ｃ（41㎡）

「
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
正
式
名
称
を
「
八
女
市
民
会

館
」
と
し
、
愛
称
は
「
お
り
な
す
八
女
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

利
用
申
請
に
つ
い
て

八
女
市
民
会
館
「
お
り
な
す
八

女
」
は
新
築
部
分
を
「
交
流
棟
」、

旧
中
央
公
民
館
部
分
を
「
研
修
棟
」

と
呼
び
ま
す
。

正
式
名
称 

― 

八
女
市
民
会
館 

―

愛

称 

― 

お
り
な
す
八
女 

―

大
ホ
ー
ル 

― 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

―

小
ホ
ー
ル 

― 

は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル 

―
縦
糸
と
横
糸
が
か
か
わ
り
合

い
な
が
ら
紡
が
れ
、
素
晴
ら
し

い
１
枚
の
布
を
織
り
成
し
て
い

く
よ
う
に
「
時
」
と
い
う
縦
糸

と
そ
こ
に
生
き
る
「
人
々
」
と

い
う
横
糸
が
交
じ
り
合
い
な
が

ら
「
豊
か
な
八
女
」
と
い
う
無

限
に
広
が
る
布
を
織
り
上
げ
て

い
く
。
そ
ん
な
活
動
の
拠
点
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

採
用
作
品
応
募
者

　

馬
場
輝
美
さ
ん
（
市
内
在
住
）

応
募
の
コ
メ
ン
ト

「
交
流
棟
」
は
７
月
１
日
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
申
請
書
の
受
付

を
次
の
よ
う
に
開
始
し
ま
す
。

利
用
申
請
受
付
開
始
日

４
月
15
日
㈮
　
９
時
～

受
付
場
所

お
り
な
す
八
女
事
務
室
（
交
流
棟

内
）

問
い
合
わ
せ

八
女
市
民
会
館
「
お
り
な
す
八
女
」

（
☎
２
２・５
３
３
２
）

交流棟研修棟

提
案

実
践

団
体

に
最

高
50 万円を助成 !!

「時」という縦糸と「人」という横糸が
かかわり合い、交じり合い

「豊かな八女」という無限に広がる布を織り上げていく
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女
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
広
く

市
民
に
提
案
を
求
め
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事

業
」
で
は
、
市
の
様
々
な
公
共
的
課
題
に
対
し
て
、

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
、
市
役
所
と
協
働
し
て
そ
の
解
決
に
向
け

て
役
割
を
分
担
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
住
み
よ

い
八
女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
取
り
組

み
を
活
か
し
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
団
体
の
皆
さ
ん

は
、
ご
提
案
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
、
応
募
企
画
書
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム  

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
５
人
以
上
の
団
体
が
対
象
で
す
。

◦
企
画
内
容
の
書
類
審
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

◦
事
業
実
施
経
費
と
し
て
助
成
金
（
50
万
円
以
内
）

を
交
付
し
ま
す
。

◦
助
成
金
を
交
付
さ
れ
た
団
体
は
、
活
動
内
容
の
公

開
や
市
民
へ
の
普
及
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
ほ
か
、
事
業
終
了
後
成
果
報
告
会
な
ど
で
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
書
類
＝
「
平
成
23
年
度
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
応
募
企
画
書
」
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
５
月
６
日
㈮

【
事
業
説
明
会
の
日
時
・
会
場
】

①
４
月
11
日
㈪
19
時
～
黒
木
総
合
支
所
第
３
会
議
室

②
４
月
12
日

㈫
19
時
～
八

女
市
民
会
館

第
３
研
修
室

（
旧
中
央
公
民

館
）

◉
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝

地
域
支
援
課

（
☎
２
３
・
１

２
２
４
）

路線改廃 ダイヤ改正

横
山
線

杠葉経由」を廃
止

▪平日　朝1便、夕３便
に減便
※小中学校の登下校に
合わせた運行
▪土日祝日　朝1便、夕
1便に減便

辺
春
線

路線名を「辺春・
平山線」へ変更し、
土日祝日のみ山鹿
市平山温泉まで運
行。「八女トンネル
藤前経由」を廃止

▪平日　朝６便、夕５便
に減便
　
▪土日祝日　朝１便、夕
１便および平山温泉行き
昼２往復に変更

白
木
線

「 夢たちばなビ
レッジ前～桐葉」

「合ノ原～中村」
「福祉センター～

八女学院前」を廃止

▪平日　朝1便、夕1便
に減便

▪土日祝日　朝1便、夕
1便に減便

星
野
線

「浦～板屋」を廃
止

▪「十籠～浦」の便数を
平日土曜11便を９便へ、
日曜７便を６便へ減便
▪「十籠～浦」の運賃を
通常料金（150円～ 320
円）に変更。ただし回数
券利用に限り定額 100円

※「辺春・平山線」は、運輸局へ申請中の路線です。
※新しい運行時刻表や運賃表は、堀川バス㈱の
ホームページでご覧いただけます。
ＨＰアドレス　http://www.horikawabus.jp/

４月1日から堀川バスの運行ダイヤ等
が一部変更されました。詳しくは堀川
バス㈱までお問い合わせください。
◉堀川バス㈱（☎２３・２１１５）

　
任
農
地
や
荒
れ
た
家
庭
菜
園
が
原
因
で
、

害
虫
の
大
量
発
生
や
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
任
さ
れ
雑
草

が
繁
茂
し
た
農
地
は
、
害
虫
や
ウ
イ
ル
ス
の
格
好
の

棲
み
か
と
な
り
、
近
く
の
民
家
や
農
産
物
に
大
き
な

害
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
規
模
の
小
さ
い
家
庭

菜
園
で
も
同
様
に
、
収
穫
後
に
放
置
さ
れ
た
作
物

や
管
理
不
足
に
よ
る
雑
草
等
が
棲
み
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
地
の
適
正
管
理
は
個
人
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
周
辺
の
住
環
境
や
営
農
環
境
に
多
大
な

る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◎
被
害
例

①
雑
草
が
繁
茂
す
る
畑
で
害
虫
が
大
量
に
発
生
し
、

隣
接
す
る
民
家
に
大
量
に
侵
入
し
た
結
果
、
窓
の
開

閉
も
で
き
な
く
な
っ
た
。

②
放
置
さ
れ
た
農
作
物
や
雑
草
に
花
が
咲
き
、
害

虫
の
棲
み
か
と
な
り
、
そ
の
害
虫
を
媒
介
し
近
く
の

施
設
園
芸
農
作
物
に
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
し
た
。結
果
、

施
設
園
芸
内
の
農
産
物
が
病
気
と
な
り
壊
滅
的
な

被
害
を
及
ぼ
し
た
。

◎
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

①
収
穫
の
終
わ
っ
た
野
菜
等
の
茎
や
葉
や
、
見
ご
ろ

の
過
ぎ
た
花
は
、
早
期
に
除
去
す
る
。

②
野
菜
等
を
植
え
て
い
な
い
と
き
で
も
、
定
期
的
な

除
草
作
業
を
行
う
。

③
畑
や
水
田
の
畦
や
水
路
の
法
面
の
、
定
期
的
な

除
草
作
業
を
行
う
。

　

現
在
、
施
設
園
芸
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気

（
え
そ
病
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
生
産
農
家
の
努

力
だ
け
で
は
被
害
は
防
げ
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
環

境
保
全
に
努
め
る
こ
と
が
被
害
防
止
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
農
業
振
興
課
農
産
園
芸
係（
☎
２
３・１
１
１
８
）

放

「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事

業
」募
集

《平成 23 年度》

提
案

実
践

団
体

に
最

高
50 万円を助成 !!

　農作物や家庭菜園の適期管理の徹底をお願いします

八

まちづくり協議会、地域振興会議、自治運営協議会等のまちづくり団体に対しては、６月初旬に、新規提案事業の企画募集を実施します。

　　　　　「八女市地域づくり提案事業」募集

堀川バスのダイヤ変更

23年度新規事業
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

「
ご
み
収
集
」
と

「
し
尿
く
み
取
り
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の「
ご
み
収
集
」
と「
し
尿
く
み
取
り
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
ご
み
の
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収
集
時
間
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集
後
の
ご
み
出
し
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
着
衣
着
火
」
と
は
、
ガ
ス
こ
ん
ろ

な
ど
を
使
用
中
に
そ
の
火
が
衣
服
に
燃

え
移
る
、
ま
た
は
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
熱
源
に
衣
服
が
接
触
し
発
火
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
着
衣
着
火
に
よ
る
事

故
は
最
近
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
署
で
は
事
故
防
止
の
注
意

喚
起
を
強
め
て
い
ま
す
。

衣
服
に
火
が
着
く
と
、
重
い
や
け

ど
や
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
特

に
被
害
の
程
度
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど

重
度
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
わ
り
の
人

が
気
を
付
け
て
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
難
燃
性
能
や
防
炎
性
能
の
あ
る

衣
類
な
ど
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

着
て
い
る
も
の
に
火
が
付
い
た
ら
？

▽
素
早
く
脱
ぎ
捨
て
る

▽
水
を
か
ぶ
っ
て
火
を
消
す

▽
水
が
な
け
れ
ば
、
床
や
地
面
に
火

を
押
し
付
け
て
消
す
（
火
の
回
り
が

早
く
な
る
の
で
、
走
り
回
ら
な
い
）

▽
衣
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
か
、火
を
消
し
、

大
声
で
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い

▽
衣
服
の
火
が
消
え
た
ら
す
ぐ
に
消
防

署（
１
１
９
番
）へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い

着
衣
着
火
事
故
に

ご
注
意
を
！

八
女
消
防
本
部（
☎
２
４・０
１
１
９
）

日にち 燃えるごみ
（市収集）

クリーンセンター・リサイ
クルプラザ（直接持ち込み） し尿くみ取り

4月25日㈪ 月曜収集区域 ○ ○
26日㈫ 火曜収集区域 ○ ○
27日㈬ × ○ ○
28日㈭ 木曜収集区域 ○ ○
29日㈷ 金曜収集区域 ○ ×
30日㈯ × × ×

5月01日㈰ × × ×
2日㈪ 月曜収集区域 ○ ○
3日㈷ × × ×
4日㈷ × × ×

　15日㈷ × × ×
　126日㈮ 金曜収集区域 ○ ○

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
直
接
持

ち
込
み
は
８
時
30
分
～
16
時
45
分
で
す
。

（
不
燃
・
資
源
ご
み
は
搬
入
証
明
書
が
必
要
）

し
尿
く
み
取
り
は
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◉問い合わせ　八女市役所　社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）
　　　　　　　立花支所　　市民生活福祉課環境係（☎ 23・4932）

八
女
・
立
花

日にち 燃えるごみ（市収集） 八女市環境センター
（直接持ち込み） し尿くみ取り黒木 上陽 矢部 星野

4月25日㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26日㈫ ○ ○ × ○ ○ ○

127日㈬ ○ × × ○ ○ ○
28日㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1229日㈷ ○ ○ × ○ × ×
30日㈯ × × × × × ○ ※

5月01日㈰ × × × × × ×
2日㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3日㈷ × × × × × ×

　124日㈷ ○ × × ○ × ×
　15日㈷ × × × × × ×

　126日㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
９
時
～

15
時
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）
ま
で
で
す
。

◉問い合わせ
　黒木総合支所　市民生活課環境係　　　　　（☎ 42・1463）
　上陽支所　市民生活福祉課市民生活福祉係　（☎ 54・2218）
　矢部支所　市民生活福祉課生活福祉係　　　（☎ 47・3111）
　星野支所　市民生活福祉課生活福祉係　　　（☎ 52・3113）

※星野地区のし尿
くみ取りは小野地
区と椋谷地区です

黒
木
・
上
陽

矢
部
・
星
野
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狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症

後
の
死
亡
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在

も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は

１
９
５
６
年
以
降
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
世
界

で
は
毎
年
５
万
人
以
上
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
市
町
村

へ
登
録
す
る
こ
と
と
年
１
回
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
違
反
者
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
）。

４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
団
接
種
が
始
ま

り
ま
す
。
八
女
市
内
す
べ
て
の
会
場
で
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
場
合
に
は
、
注
射

済
証
明
書
を
持
参
し
社
会
環
境
課
窓
口
ま
た
は
各

支
所
担
当
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
（
注
射
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

※
未
登
録
犬
は
注
射
会
場
で
も
注
射
と
新
規
登
録

を
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

※
案
内
は
が
き
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
の
死
亡
、飼
い
主
の
住
所
変
更
等
は
、社
会

環
境
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

 

　注射
手
数
料
＝
３
０
５
０
円（
注
射
料
金
２
５
０
０

円
＋
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

未
登
録
犬
に
は
別
途
、
新
規
登
録
料
と
し
て

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

社
会
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
☎
４
２・１
４
６
３
）

立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２
３・４
９
３
２
）

上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

　

 

お
願
い

　

 

料
金

　

 

問
い
合
わ
せ

日にち 場　　　　　所 時　　間

4月06日㈬ 上陽

八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:10
八女市農村婦人の家「しらべ」 11:30 ～ 11:50
八女市研修センター「発心」 13:20 ～ 13:50
ますがたコミュニティセンター跡地 14:20 ～ 14:40
コミュニティセンター耳納 15:00 ～ 15:20

4月07日㈭ 星野

小野第１区多目的集会施設 10:15 ～ 10:45
長尾地区農村集落センター 10:55 ～ 11:15
耳納館 11:25 ～ 11:50
上郷地域交流センター 13:15 ～ 13:35
星野支所駐車場 14:00 ～ 15:00

4月08日㈮ 八女
ＪＡ東部センター（ＪＡ忠見支所跡） 10:00 ～ 11:20
下津江公民館 13:10 ～ 14:10
八女市西公民館 14:30 ～ 15:20

4月11日㈪ 八女 八女市役所本庁裏駐車場 13:30 ～ 15:00
4月18日㈪ 八女 ＪＡふくおか八女北支店 13:30 ～ 15:00

4月19日㈫
黒木 八女市黒木体育館 10:15 ～ 11:45
八女 酪農協同組合（ＪＡ三河支所跡） 13:15 ～ 14:30

4月25日㈪ 八女 室岡公民館 13:30 ～ 15:00

4月26日㈫

八女 八女市東公民館 10:00 ～ 10:45

黒木

ＪＡ木屋ライスセンター 11:10 ～ 11:50
ＪＡふくおか八女黒木支店（田代） 13:15 ～ 13:45
神露淵集荷場 14:05 ～ 14:25
串毛コミュニティセンター 14:45 ～ 15:15

4月27日㈬ 黒木
豊岡コミュニティセンター 10:15 ～ 11:45
笠原東交流センター 13:30 ～ 13:50
笠原集会所 14:10 ～ 14:30

4月28日㈭

黒木
大淵小学校車庫 10:15 ～ 11:00
平野肥料倉庫 11:30 ～ 11:50

矢部
高巣地区集会場 13:10 ～ 13:30
八女市矢部公民館 13:45 ～ 14:15
飯干地区集会場 14:30 ～ 14:50

5月10日㈫ 立花
白木コミュニティセンター 10:00 ～ 11:00
北山コミュニティセンター 13:30 ～ 15:00

5月11日㈬ 立花
八女市立花体育館 10:00 ～ 11:30
下辺春小学校跡 13:30 ～ 14:00
辺春コミュニティセンター 14:30 ～ 15:15

5月12日㈭ 八女
八女西公民館 10:00 ～ 10:40
八女市東公民館 11:10 ～ 11:50
八女市役所本庁裏駐車場 13:30 ～ 15:00

5月18日㈬
八女 ＪＡふくおか八女北支店 10:00 ～ 11:30
星野 星野支所駐車場 13:30 ～ 14:00
上陽 八女市上陽保健センター 14:40 ～ 15:30

5月19日㈭
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:20 ～ 10:50
八女市黒木体育館 11:10 ～ 11:50

矢部 八女市矢部公民館 13:30 ～ 14:00
黒木 大淵小学校車庫 14:40 ～ 15:10

5月20日㈮ 立花

北山コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
白木コミュニティセンター 11:00 ～ 11:30
八女市立花体育館 13:15 ～ 14:15
辺春コミュニティセンター 14:45 ～ 15:15

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表
※時間厳守・雨天決行

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の

予
防
注
射
に
つ
い
て

注射せんと
いかん　

ワン！
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区

域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お

り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
追

加
供
用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
４
月
１

日
㈮
か
ら
15
日
㈮
ま
で
上
下
水
道
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、
日
曜
を
除
く
）。

　
現
在
市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
確
認
申
請
書
の
審
査
を

受
け
、
工
事
着
工
許
可
後
に
工
事
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

工
事
完
了
の
日
ま
で
の
期
間
に
よ
り
次

の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
金
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

あ
っ
せ
ん
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
企
業
に
対
し
て
資
金
を
貸
し
付

け
る
際
の
最
優
遇
貸
出
金
利
の
こ
と
。

◦
１
か
月
の
使
用
料

基
本
使
用
料
１
４
０
０
円
（
使
用
水
量

７
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
に
超
過
料
金

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
１
８
０
円
）

を
加
え
た
額

【
使
用
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算
定

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定

汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算

定※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量
１人の場合 ７立方メートル
２人の場合 14 立方メートル
３人の場合 20 立方メートル
４人の場合 24 立方メートル
※５人以上の場合、１人
増すごとに３立方メート
ルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す
る
こ

と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総
務
係

（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

公 共
下水道

凡 

例
█ 平成 22 年度以前供用開始区域
█ 平成 23 年度供用開始区域（追加区域）
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学
生
納
付
特
例
と
は

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
学
生
の
間
は
一
般
的
に
所
得

が
低
く
納
付
が
難
し
い
場
合
が
多

い
の
で
、
在
学
中
の
保
険
料
を
猶

予
す
る
学
生
納
付
特
例
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
学
生
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ
く
、
家
族

の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
学
校
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し

て
免
除
を
希
望
す
る
人
も
、
申
請

　月に１度、年金事務所の職員が
八女商工会議所で個別に年金相
談に応じます。今年度から相談は
予約制になりました。相談をご希
望する人は、事前に久留米年金事
務所へお申込みください。
◦相談日＝４月20日㈬、５月18日㈬
◦時間＝10時～12時、13時～15時
◦申し込み・問い合わせ＝同事務
所（☎０９４２・３３・６１９２）
※年金の受給や請求についてのお
問い合わせは、「ねんきんダイヤ
ル」でも受け付けています。

（☎０５７０・０５・１１６５）また
は（☎０３・６７００・１１６５）
へお電話ください。

新
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
４
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
の
対
象
が
広
が
り
ま
す

年金相談
４月からは予約が必要です！

国
民

年
金

子
の
加
算
を
受
給
す
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　
こ
れ
ま
で
障
害
基
礎
年
金
の
加

算
を
行
う
の
は
、
受
給
権
が
発
生

し
た
時
点
で
、
生
計
を
維
持
し
て

い
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
場
合
の

み
で
し
た
。
今
回
の
こ
の
法
律
の
施

行
に
よ
り
、
受
給
権
の
発
生
後
に
、

生
計
を
維
持
す
る
お
子
さ
ん
を
持

た
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
届
出
に

よ
っ
て
加
算
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持

す
る
お
子
さ
ん
を
持
た
れ
た
の
が

▽
平
成
23
年
３
月
31
日
以
前
…
法

施
行
時
（
平
成
23
年
４
月
）
か
ら

加
算
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
…
そ

の
事
実
が
発
生
し
た
時
点
か
ら
加

算
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留

米
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
民
課
国

保
年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

お
よ
び
各
支
所

児
童
扶
養
手
当
の
額
と
比
較
し
て

の
受
給
が
可
能
で
す

　
こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
は
、

お
子
さ
ん
が
障
害
基
礎
年
金
の
加

算
対
象
で
あ
る
場
合
は
、
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
額
を

上
回
る
場
合
は
、
年
金
受
給
権
者

と
お
子
さ
ん
の
間
に
生
計
維
持
関

係
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
、

お
子
さ
ん
を
加
算
対
象
と
し
な
い

こ
と
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
に
お

い
て
は
、変
更
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
に
は
児
童
扶
養
手
当
証
書

ま
た
は
児
童
扶
養
手
当
認
定
通
知

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
２

３
・
１
３
５
１
）
お
よ
び
各
支
所

は
毎
年
必
要
で
す
。

◦
申
請
方
法

　
４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
市
民
課

の
国
保
年
金
係
お
よ
び
各
支
所
の

年
金
担
当
係
の
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
式
の

申
請
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
の

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

返
送
す
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

◦
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書

　
本
年
度
に
初
め
て
国
民
年
金
の

資
格
を
取
得
し
た
人
が
資
格
取
得

届
の
届
出
と
同
時
に
こ
の
申
請
を

す
る
場
合
は
、
添
付
不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類

　
在
学
証
明
書
（
平
成
23
年
４
月

１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
各
種
学
校
に

つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上

の
課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
在
学
証
明
書
等
で

証
明
で
き
る
場
合
は
不
要
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

③
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印
鑑
、
さ

ら
に
申
請
人
と
別
世
帯
の
人
が
申

請
す
る
場
合
は
委
任
状
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に

な
っ
た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
と
老
齢
基
礎
年
金

の
関
係

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上

必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
こ
の
「
25

年
以
上
」
と
い
う
資
格
期
間
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額
を
増
や
す
た
め
、
こ

の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
２
年
を
超
え

て
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、

卒
業
し
た
ら
早
め
の
納
付
を
お
勧

め
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
と
障
害
基
礎
年
金

等
の
関
係

　
障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
申
請
に
は
、

定
め
ら
れ
た
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て

い
る
期
間
は
、
保
険
料
納
付
期
間

と
同
様
に
こ
の
要
件
の
対
象
期
間

に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
と
き

に
も
安
心
で
す
。

　
た
だ
し
学
生
納
付
特
例
の
申
請

が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
以
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る

障
害
に
つ
い
て
は
、
障
害
基
礎
年

金
の
請
求
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広報やめ　2011.4.111
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1
皮
白
竹
の
竹
皮
…
星
野
村
特
有
の

物
産
で
、
林
産
に
次
ぐ
収
入
が
あ
っ

て
そ
の
品
質
は
精
良
優
美
に
し
て
上

等
履
物
の
表
に
供
せ
ら
れ
販
路
も
広

く
東
京
・
大
阪
地
方
へ
も
搬
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
星
野
村
史
よ
り
）

2
展
示
…
八
女
伝
統
工
芸
館
2
階
に

展
示
さ
れ
た
資

料
や
皮
白
竹
を

使
っ
た
の
作
品
。

多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

3 

4
作
品
…
皮

白
竹
の
竹
皮
で

編
ん
だ
買
物
籠

（
前
島
さ
ん
作
）

と
、
皮
白
竹
の

竹
皮
を
柄
の
部

部
に
使
用
し
て

い
る
茶
道
具
。

ほ
か
に
も
版
画

に
用
い
ら
れ
る

バ
レ
ン
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
星
野
や
黒
木
、
う
き
は
の
一
部
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
皮
白
竹

に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
２
月
18
日
㈮
～
25
日
㈮
、
八
女
伝
統
工

芸
館
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
皮
白
竹
の
竹
林
整
備
、
竹
皮

編
作
家
の
前
島
美
江
さ
ん（
群
馬
県
）を
迎
え
て
の
竹
皮
編
み
教
室
や
展
示

会
、
座
談
会
な
ど
に
多
く
の
人
が
参
加
。
自
然
の
生
み
出
す
も
の
の
素
晴
ら

し
さ
や
郷
土
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
皮
白
竹
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
皮
白
竹
と
は
真
竹
の
変
種
で
、
白

く
美
し
い
竹
皮
は
古
く
か
ら
工
芸
品

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
以
前
か
ら
星
野
地
区
の
主
要
な
産

業
と
さ
れ
、
竹
皮
一
束（
約
15
㌔
）
は

米
一
俵
と
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と

も
に
需
要
も
減
り
、
竹
皮
業
に
従

事
す
る
人
も
減
り
、
そ
れ
に
よ
り
皮

白
竹
の
竹
林
が
荒
れ
、
今
で
は
竹
皮

の
入
手
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
座
談
会
で
は
、
前
島
さ
ん
を
始
め

白
竹
皮
を
材
料
に
使
う
職
人
が
自

ら
八
女
を
訪
れ
、
竹
林
整
備
や
材

料
管
理
を
行
っ
て
い
る
現
状
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

「
竹
の
皮
は
日
本
中
に
あ
る
け
れ
ど
、

皮
白
竹
の
美
し
さ
は
だ
ん
と
つ
で
、

ほ
か
の
も
の
に
比
較
に
な
ら
な
い
宝

の
よ
う
な
皮
。
地
元
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
大
切
に
守
り
伝
え
て
も
ら

い
た
い
」
と
前
島
さ
ん
。

　
参
加
し
た
人
は
「
八
女
に
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
」「
小
さ
い
こ
ろ
、

軒
先
に
竹
の
皮
が
干
し
て
あ
り
ま
し

た
。
あ
れ
が
皮
白
竹
だ
っ
た
ん
で
す

ね
」
な
ど
、感
慨
深
い
様
子
で
し
た
。

　
有
志
で
の
皮
白
竹
竹
林
整
備
や

竹
皮
編
み
教
室
、
皮
白
竹
を
使
っ
た

作
品
の
展
示
な
ど
、
多
く
の
人
が
皮

白
竹
に
触
れ
た
１
週
間
で
し
た
。

か
し
ろ
だ
け

こ
こ
だ
け
に
し
か
ない
宝
物

1座談会では前島さん（中）、星野村
の陶芸家・山本源太さん（右）と立花
町の料理研究家・田中真木さん（左）
が参加。「竹林を歩くとさわやかな気
分になる。竹は生命力と結びついて
いる」（山本さん）。「おにぎりをラッ
プではなく竹皮に包もう。竹の香りが
移っておいしくなります」（田中さん）。
3フィールドワークで皮白竹の竹林
（星野）を整備する皆さん。

竹皮編み教室では、
前島さんの指導で
素敵な花かごをが
完成。参加した人
は大喜びでした。

1234
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八
女
茶
は
、
応
永
30
年
（
１
４
２
３
年
）、
明
国
よ
り
帰

国
し
た
学
僧
、
栄え

い
り
ん
し
ゅ
う
ず
い

林
周
瑞
が
八
女
市
黒
木
町
笠
原
に
霊れ

い

巌が
ん

寺じ

を
建
立
、
持
ち
帰
っ
た
茶
の
実
と
と
も
に
、
明
の
製
茶

技
法
と
喫
茶
法
を
伝
え
た
こ
と
が
発
祥
と
さ
れ
ま
す
。
八

女
地
方
は
、
矢
部
川
が
作
り
出
し
た
豊
か
な
土
壌
と
良
質

な
水
、
茶
葉
の
栽
培
に
適
し
た
日
中
の
気
温
が
高
く
夜
間

は
冷
え
込
む
特
有
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ

た
八
女
茶
は
日
本
有
数
の
高
級
茶
と
し
て
全
国
的
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、
現
在
ま

で
八
女
茶
の
生
産
に
使
わ
れ
て
き
た
道
具
、
資
料
・
写
真

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
し
ず
く
茶
の
試
飲
会
も

開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
３
月
29
日
㈫
～
５
月
１
日
㈰
10
時
～
17
時

◦
し
ず
く
茶
試
飲
会
＝
４
月
17
日
㈰

◦
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八女茶あゆみ展

４月の
横町町家
交流館の
催し 　木屋三山（雄岳、雌岳、星塚山）の雄岳、雌岳の登山

を開催します。小雨決行
✿日時＝４月３日㈰ 9 時～※ 9 時 15 分出発
✿集合場所＝グリーンピア八女
✿申し込み＝当日受付（木屋三山会の横断幕あり）
✿参加料＝大人 700 円、子ども100 円※猪鍋、温泉割引
券付（大人 300 円、子ども150 円で入浴可）
傷害保険加入★猪鍋（昼食）は雄岳すぐ下120 ｍに準備
✿持ってくるもの＝おにぎり、雨具
✿問い合わせ＝木屋三山会・田代さん（☎ 42・0820)

　野も山も、すっかり春になりま
した。標高１００６ｍのカラ迫岳の
山開きを行います。山桜が咲きほ
こるなか、皆さんも、気持ちのい
い汗をかいてみませんか？
✿日時＝４月１７日㈰９時～
✿場所＝尾詰登山口に集合　
※下山後に、おにぎり・だご汁（300円）を準備しています。
✿主催＝上郷村
✿主管＝上郷村第１５支部、星野村山の会
✿問い合わせ＝金子さん（☎５２・２５３１）

雄岳・雌岳（鍋底山）山開き

カラ迫岳山開き

黒木

星野

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

及
び
少
子
化
対
策
事
業
】

・
正
木
　
武
（
久
留
米
市
）　

【
環
境
保
全
事
業
】

・筑
後
信
用
金
庫（
久
留
米
市
）

・
匿
名
　
１
件

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
特
定
の
事
業
】

・石
川
　
文
子（
八
女
市
室
岡
）

・松
﨑
　
圴（
八
女
市
酒
井
田
）

２
月
末
現
在
累
計
額
＝

１
０
４
４
万
４
３
５
４
円

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附

の
お
礼　
　

※
敬
称
略

4 月は未成年者飲酒防止強調月間です

未成年者の飲酒は、体
や心の発達が盛んな時
期に悪影響を与えます。
福岡国税局・税務署

お父さん・お母さん
未成年のお子さんに軽い
気持ちでお酒をすすめて
いませんか？

未成年のあなた
アルコール飲料をジュー
スのように軽い気持ちで飲
んでいませんか？

お酒は 20 歳
になってから

八女しゃくなげまつり
場所　八女市矢部村飯干広場（日向神ダム湖畔）

問い合わせ＝実行委員会（☎４７・３１３１）、矢部支所建設経済課（☎４７・３１1１）

矢部では 3 度しゃくなげの花を楽しめます。3 月にはしゃくなげ祭りで
早めに咲かせた花。4 月には矢部の各公園で自然に咲いた花。5 月には
釈迦岳連峰に自生する天然のしゃくなげの花。どうぞお楽しみください。

3/19土
～4/3日
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水
道
料
金
の
基
本
量
と
基
本
料
金
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
で
少
量
し

か
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
し
っ
か
り
基
本
料
金

を
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
料
金
払
っ
て
い
る

の
に
、
全
然
使
用
量
が
違
っ
て
い
ま
す
。
基
本

量
と
基
本
料
金
を
下
げ
て
、
公
平
に
計
算
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
・
60
代
女
性
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
見
直
し
を

お
願
い
し
ま
す

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑

問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
を

利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ

の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的

な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長

や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答

も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ

れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
た
た
か
とい
ふ
独
り
居
の
至
福
か
な

膝
痛
も
生
き
ゐ
る
証
あ
か
し
寒
明
け
る

四
姉
妹
話
尽
き
ざ
り
雛ひ
い
なの

間

白
魚
の
桶
に
泳
が
せ
売
ら
れ
け
り

白
酒
の
ほ
ど
良
き
燗
に
頬
ゆ
る
む

梅
の
中
曲
り
て
休
む
場
所
の
あ
り

日
の
通
る
猫
の
破
り
し
春
障
子

母
と
子
の
内
緒
話
や
つ
く
し
摘
む

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

吉
泉
　
守
峰

寺
田
　
睦
子

青
木
　
早
弓

草
場
　
恵
子

鍋
島
　
翔
山

三
宅
　
仁
旭

松
尾
ア
サ
子

野
崎
万
智
子

　
市
の
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
安
全
で
安
定

し
た
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、
①
飲
用
に

適
し
た
水
を
作
る
施
設
が
必
要
で
す
。
②
作

ら
れ
た
水
を
各
家
庭
に
届
け
る
た
め
、
配
水

管
を
道
路
な
ど
に
埋
め
て
い
く
工
事
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
③
年
々
古
く
な
る
施
設
や
配
水

管
を
順
次
、
修
繕
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
が
独
自
で
こ
れ
ら
の
工
事
を
実
施
す
れ

ば
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
八
女
市
は
久

留
米
市
荒
木
町
に
あ
る
福
岡
県
南
広
域
水
道

企
業
団
に
加
入
し
、
こ
れ
ら
の
費
用
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
定
の
費
用
は
必
ず

必
要
で
す
か
ら
、基
本
料
金
制
度
を
設
定
し
て
、

こ
れ
ら
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
代
の
よ
う
に
「
１
リ
ッ
ト
ル
○
○
円
」

の
販
売
が
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
局
）

▽地区表彰〈５月21日㈯〉
⃝受付期間＝４月１日㈮～ 18日㈪
①八女交通安全協会長表彰＝５年以上継続運転、５年以上
無事故無違反
②八女警察署長・八女交通安全協会長連名表彰＝10 年以
上継続運転、10 年以上無事故・無違反
▽県表彰〈11月15 日㈫〉
⃝受付＝４月１日㈮～５月９日㈪
③県警本部長・県交通安全協会長連名表彰＝10 年以上継
続運転、10 年以上無事故・無違反、②の表彰受賞歴
④全日本交通安全協会長「緑十字銅章」表彰＝10 年以上継
続運転、10 年以上無事故・５年以上無違反、③の表彰受賞歴
⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰＝15 年
以上継続運転、20 年以上無事故・10 年以上無違反、④の
表彰受賞歴
※①～⑤共通
⃝必要書類＝運転免許証、無事故無違反証明書※証明書申
請を委任する人は手数料６３０円と印鑑をお持ちください。
⃝表彰数には枠があります。
⃝受付・問い合わせ＝《旧八女市・立花町》八女交通安全
協会（☎２４・５２０８）

《旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村》八女交通安全協会
東部事務所（☎４２・００８７）

優良運転者を
表彰します

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 23.4）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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4月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

仲
間
と一
緒
に「
将
軍
そ
ば
」を
復
活  

高
山 

あ
け
み
さ
ん（
北
矢
部
）

《上陽、立花、矢部分館の休館日》
※月曜および祝・休日
4㈪、11㈪、18㈪、25㈪、29㈷

《本館の休館日》※月曜
4㈪、11㈪～19㈫、25㈪
※4月は館内整理日はありません図書館の休館日

4 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

矢部村生まれの矢部村育ち。平
日は山村留学生の食事づくりと
身の周りの世話。土日はまんどき
そばでお客様を迎える、多忙な
毎日。「皆さんに支えていただい
て、感謝です」とまんどきのよう
な笑顔で語っていただきました。

郷土の伝統食で

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日
5㈫、12㈫、19㈫、26㈫、29㈷

みんなを元気にしたい
28

『まんどき』とは、満時お
昼時のこと。牛時のこと
をまんどきといった古語
にちなみます。

『そば処まんどき』の営
業は通常土日祝日の 11
時～ 16 時。3・4 月の
祭りシーズンなどは平日
も営業しています。
◦所在地＝矢部村矢部
３２７７番地１（土橋） 

（☎ 47・2344）

この看板が目印！

絵本や紙芝居など親子でお
楽しみください。
♥本館　2日、9日、23日、
30日　※いずれも土曜日
14時～おはなしコーナー
♥黒木分館　

9日㈯11時～
おはなしコーナー

4月のよみきかせ

4月のあかちゃんよみきかせ

0歳～2歳児対象によみき
かせやわらべうたなど。
♥本館20日㈬11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　

28日㈭11時～
おはなしコーナー

　「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
祖
母
の
味
で
育

ち
ま
し
た
。
郷
土
の
料
理
は
季
節
を
感

じ
、
地
産
地
消
の
食
材
は
身
体
に
い
い

も
の
ば
か
り
で
す
」
ー
そ
う
語
る
あ

け
み
さ
ん
は
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
仲

間
10
人
で
『
そ
ば
処
ま
ん
ど
き
』
を

開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
く
か
ら

大
杣
公
園
祭
に
お
い
て
振
る
舞
わ
れ
て

い
た
「
将
軍
そ
ば
」
を
再
現
し
た
も
の
。

「
仲
間
は
み
ん
な
働
き
者
ば
か
り
。
お

客
様
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
の

を
喜
ん
で
い
ま
す
」

　
７
年
前
か
ら
寮
母
と
し
て
、
山
村

留
学
生
の
朝
夕
の
食
事
も
手
が
け
ま

す
。「
最
初
、
子
ど
も
た
ち
に
何
が
嫌

い
か
聞
く
ん
で
す
。
そ
の
嫌
い
な
も
の

を
好
き
に
さ
せ
る
の
が
楽
し
み
（
笑
）。

芋
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
作
っ
た
り
、
畑

で
収
穫
体
験
を
し
た
り
な
ど
、
都
会

か
ら
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
は
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
。
５
月
ぐ
ら
い
ま

で
は
さ
み
し
そ
う
に
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
も
、
１
年
た
つ
と
た
く
ま
し
く
元

気
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
」

　
代
表
を
務
め
る
食
生
活
改
善
推
進

会
矢
部
支
部
で
は
ち
ま
き
、
サ
ン
キ
ラ

ま
ん
じ
ゅ
う
、お
は
ぎ
な
ど
、季
節
ご
と
に

郷
土
の
味
も
研
究
す
る
な
ど
多
忙
な
あ

け
み
さ
ん
で
す
が
、農
業
が
好
き
で
椎
茸・

タ
ケ
ノ
コ
・
米
を
栽
培
し
、
草
刈
り
を

す
る
の
が
ス
ト
レ
ス
解
消
な
の
だ
そ
う
。

「
こ
こ
は
人
情
が
厚
い
人
ば
か
り
。
大

好
き
な
矢
部
村
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
発
信
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
人
に
矢
部
村
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」

《
一
般
》
百
歳
は
次
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
日
野
原
重
明　

光
文
社

　

２
０
１
０
年
10
月
４
日

が
誕
生
日
で
満
年
齢
で
99

歳
、
数
え
で
は
１
０
０
歳

の
日
野
原
先
生
。
長
生
き

を
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い

け
れ
ど
、大
事
な
の
は「
日
々

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

過
ご
す
時
間
を
ど
ん
ど
ん

積
み
重
ね
て
い
け
る
か
」。

今
で
も
10
年
先
の
目
標
を

設
定
し
て
行
動
さ
れ
る
日

野
原
先
生
の
考
え
方
は
、

い
ろ
ん
な
年
代
の
方
に
も

共
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

4/8～4/25 移転のために休館します

星野分館が入る地域活性化施設は、星野小
学校の前になります。お気軽にご利用ください。

資
料
点
検
の
た
め
に
休
館
し
ま
す

　
星
野
分
館
が
星
野
小
学
校
前
の

地
域
活
性
化
施
設
内
に
移
転
し
ま

す
。
そ
の
準
備
の
た
め
、
４
月
８
日

㈮
～
４
月
25
日
㈪
ま
で
休
館
し
ま

す
。そ
の
期
間
は
移
動
図
書
館「
ブ
ッ

ク
ラ
ン
ド
号
」
も
お
休
み
し
ま
す
。

◦
本
館
＝
４
月
11
日
㈪
～
４
月
19
日

㈫◦
分
館
＝
５
月
11
日
㈬
～
５
月
15
日

㈰※
黒
木
移
動
図
書
館
「
ゆ
め
み
ら
い

号
」
は
運
行
し
ま
す
。

立花分館おすすめ図書

星野
分館
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
教
科
書
無
償
化
に
つ
い
て
、
一
学
期
の
始

業
式
後
に
体
育
館
で
、
全
児
童
に
次
の
よ

う
に
話
を
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
使
う
教
科
書
の
お
金
は
、
払
わ

な
く
て
い
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
９
年

間
の
教
科
書
代
は
全
部
で
３
万
２
２
９
５

円
か
か
り
ま
す
。
そ
の
お
金
は
、
日
本
中
の

大
人
の
人
た
ち
か
ら
集
め
た
お
金
か
ら
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
昔
は
、
教
科
書
は
お
金
を
払
っ
て
買

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
活
に

苦
し
い
家
庭
で
は
、
勉
強
し
た
く
て
も
教
科

書
が
買
え
な
く
て
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
子

ど
も
た
ち
が
い
た
の
で
す
。

　
今
か
ら
50
年
く
ら
い
前
、
義
務
教
育
な

の
に
教
科
書
も
持
て
な
い
の
は
お
か
し
い
、

子
ど
も
た
ち
に
満
足
な
教
育
を
受
け
さ
せ

て
や
り
た
い
と
、
高
知
県
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
差
別
を
な
く
す
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
全
国
に
広
が
っ
て
、
数
年
後
に
、

教
科
書
の
費
用
を
国
民
み
ん
な
で
出
し
合

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
教
科
書
は
大
切
に
使
っ
て
、
一

生
懸
命
に
勉
強
し
て
ほ
し
い
で
す
」

　
中
学
３
年
生
に
な
る
と
、
高
校
進
学
に

む
け
て
、
生
徒
や
保
護
者
に
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
ま
す
。

「
福
岡
県
の
奨
学
金
制
度
は
、
２
０
０
４
年

か
ら
新
し
い
制
度
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
す
解
放
運
動
が
取
り
組
ん

で
き
た
、
解
放
奨
学
金
か
ら
出
発
し
た
も

の
で
す
。

　
そ
の
新
制
度
は
、
す
べ
て
の
生
徒
を
対

象
に
し
て
、
成
績
に
関
係
な
く
利
用
で
き

ま
す
。
保
証
人
を
1
人
、
そ
れ
も
保
護
者

で
よ
い
こ
と
に
す
る
な
ど
利
用
し
や
す
い
制

度
に
な
っ
た
こ
と
で
応
募
者
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
か
ら
公
立
高
等
学
校
は
実
質

無
償
化
さ
れ
ま
し
た
。
私
立
高
校
で
も
就

学
支
援
金
制
度
に
よ
り
、
公
立
高
校
の
授

業
料
と
同
額
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
授
業
料
以
外
で
も
教
科
書
や
制
服

代
等
、
進
学
に
は
様
々
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
い
ざ
進
学
す
る
と
な
っ
た
ら
い
く
ら

か
か
る
の
か
、
早
め
に
情
報
を
収
集
し
て
保

護
者
に
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
奨
学
金
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
経
済
的

な
理
由
で
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
な
く
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
奨
学
金
は
、
未
来
の
自
分
か

ら
借
り
て
い
る
お
金
で
あ
り
、
自
分
を
高
め

る
た
め
の
投
資
で
す
」

４
月
に
な
る
と
入
学
、
進
学
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
学
ぶ
楽
し
さ
や
友
だ
ち
が
で
き
る
喜
び
に
心
踊
ら
せ
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
を
あ
き
ら
め
ず
安
心
し
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
い
つ
も
手
に
す
る
教

科
書
も
学
校
に
納
め
る
お
金
も
、
ま
わ
り
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
当
た
り
前
と
思
う
の
は
ど
う
か
な
？
そ
ん
な
こ
と
が
当
た
り
前
で

な
か
っ
た
と
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
学
ぶ
意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
現
場
で
学
習
指
導
の
ほ
か
に
、
生
徒
指
導
や
進
路
指
導
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
二
人
の
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

堤成寿教諭（八幡小学校）

水田素生教諭（立花中学校）

「教科書は大切に
使って、一生懸命
学んでほしい」

奨学金がくれた
「未来を切り拓く」
チャンス

学
べる
喜
び
、子
ど
も

た
ち
に
伝
え
たい。

教
科
書
無
償
化
・

奨
学
金
制
度
の
こ
と
。

入
学
式
で
新
一
年
生
に
配
ら
れ
る

教
科
書
が
入
っ
て
い
る
袋
で
す
。



広報やめ　2011.4.117

★
上
妻
小
学
校
は
食
育
と
体
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

　
食
育
で
は
、全
校
児
童
が「
わ

く
わ
く
畑
」
で
野
菜
を
栽
培
し
、

そ
の
野
菜
を
使
っ
て
料
理
を
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応

じ
た
食
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

体
育
で
は
、
全
校
で
縄
跳
び
に

挑
戦
し
た
り
、
持
久
走
に
取
り

組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
休
み

時
間
に
は
運
動
場
で
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
全
職
員
協

働
し
て
学
力
向
上
に
も
努
め
て

い
ま
す
。
一
校
時
が
始
ま
る
前

の
「
学
習
タ
イ
ム
」「
読
書
タ
イ

ム
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
わ

か
る
授
業
」
を
目
指
し
て
授
業

研
究
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

★
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
め
ざ

し
て
い
ま
す

「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を

も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
上

妻
の
子
ど
も
を
育
成
す
る
」

け
「
健
康
な
体
」
を
も
っ
た
子

ど
も

い
「
い
い
心
」
を
も
っ
た
子
ど

もし
「
し
っ
か
り
し
た
学
力
」
を

も
っ
た
子
ど
も
　

※
上
妻
校
区
に
あ
る
継
志
堂
に

ち
な
ん
で
「
け
い
し
」
と
し
て

い
ま
す

★
特
色
あ
る
取
り
組
み
は

◎
自
分
で
作
る
弁
当
の
日
（
５・

６
年
生
）

◎
自
分
で
作
る
お
に
ぎ
り
弁
当

（
鍛
錬
遠
足
）

◎
夏
休
み
と
冬
休
み
の
ク
ッ
キ

ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
）

◎
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
（
Ｐ
Ｔ
Ａ

学
年
分
会
）

◎
「
わ
く
わ
く
畑
」
で
の
野
菜

づ
く
り

◎
朝
の
運
動
や
全
校
体
育
の
取

り
組
み

◎
学
習
発
表
会
（
１
年
間
の
成

果
発
表
）

◎
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
活
動（
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
歌
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
）

◎
「
見
守
り
隊
」
に
よ
る
登
下

校
の
見
守
り（
毎
日
集
団
下
校
）

八女市津江７３（☎２２・４４０１）
校長・東博臣、職員数 29 人、学級数 14（通級教室 2）児童数 389 人

上妻小学校 学
校
訪
問
⑩ 

23年度 24年度 25年度
旧上陽町 1.4％ 1.6％ 1.6％
旧黒木町 1.4％ 1.4％ 1.6％
旧立花町 1.4％ 1.4％ 1.6％
旧星野村 1.4％ 1.4％ 1.6％
旧矢部村 1.4％ 1.4％ 1.6％

平成 23 年度から 第１期の納期が
４月から５月に変わります

納付書の発送は４月末の予定です

固定資産税の税率について

第１期納期限 第２期納期限 第３期納期限 第４期納期限

５月３１日 ８月１日 １２月２６日 ２月２９日

固 定
資産税

固
定
資
産
税
の
納
税
者

は
、
土
地
ま
た
は
家
屋

の
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま

す
（
償
却
資
産
は
除
く
）。
縦

覧
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
本

人
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
は
委

任
状
が
必
要
で
す

※
代
理
人
も
本
人
を
証
明
す

る
も
の
が
必
要
で
す
。

⃝
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
５

月
31
日
㈫
８
時
30
分
～
17
時

15
分
※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

本
庁
の
み
水
曜
は
19
時
ま
で
。

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
本
庁
１
階
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　税率は、１．６％です。ただし、合併の特例等に関する法律の規定によ
り旧町村においては合併前の税率である１．４％で課税しています。特例
期間には期限があり、旧上陽町の区域は平成２３年度まで１．４％、旧黒木

○納付書の発送日
平成 22 年度まで４月中旬→　平成 23 年度４月末予定

○固定資産税　第１期納期
平成 22 年度まで４月末日→　平成 23 年度以降５月末日  

固
定
資
産

縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

町・旧立花町・旧
矢部村・旧星野村
の区域は平成２４
年度まで１．４％に
なります。

自分で作った弁当

親子でサツマイモ料理

オクラを収穫

▼平成 23 年度固定資産税納期
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柳
川
市
西
浜
武
に
あ
る
タ
キ
ロ
ン
ポ
リ

マ
ー
株
式
会
社
（
梶
谷
富
士
雄
社
長
）
の

今
福
工
業
団
地
へ
の
本
社
工
場
移
転
が
決
ま

り
、
２
月
28
日
㈪
に
立
地
協
定
調
印
式
が
市

役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
タ
キ
ロ
ン

ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
の
親
会
社
で
あ
る
タ
キ

ロ
ン
株
式
会
社
の
村
田
光
生
取
締
役
な
ど
が

見
守
る
中
、
梶
谷
社
長
、
三
田
村
市
長
、
立

会
人
と
し
て
石
川
治
夫
福
岡
県
企
業
立
地
課

長
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

タ
キ
ロ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
は
、
ダ
ン

ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
と
し
て
１
９
７
８
年
に

操
業
を
開
始
。
そ
の
後
、
１
９
９
２
年
に
平

成
ポ
リ
マ
ー
と
合
併
し
、
２
０
０
６
年
12
月

に
タ
キ
ロ
ン
株
式
会
社
の
１
０
０
％
出
資
で

現
タ
キ
ロ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
と
な
り
ま

し
た
。
上
下
水
の
汚
泥
処
理
や
食
品
工
場
、

化
学
工
場
、
世
界
的
な
鉱
山
採
掘
現
場
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
る
工
業
用
大
型
脱
水
機
の

ろ
過
板
や
半
導
体
洗
浄
装
置
用
大
型
特
殊
丸

棒
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

主
力
製
品
で
あ
る
ろ
過
板
が
鉱
山
な
ど
で

需
要
が
高
ま
り
、
現
工
場
で
は
生
産
増
に
対

応
で
き
な
く
な
る
た
め
、
今
回
の
移
転
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
半
導
体
や
液
晶
製
造

装
置
向
け
の
業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
ー
の
「
工

業
用
プ
レ
ー
ト
」
を
製
造
販
売
し
て
い
る
タ

キ
ロ
ン
株
式
会
社
と
タ
キ
ロ
ン
ポ
リ
マ
ー
株

式
会
社
と
の
協
働
品
開
発
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
海
外
市
場
を
含
め
た
事
業
拡
大
を

図
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
工
場

は
タ
キ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
事
業
の
基
幹
工
場
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

梶
谷
社
長
は
「『
八
女
か
ら
世
界
へ
』
を

合
言
葉
に
売
り
上
げ
20
億
を
目
指
し
た
い
。

弊
社
は
、
従
業
員
自
ら
築
き
上
げ
て
き
た
技

術
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
雇

用
も
増
や
し
、
八
女
市
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
三
田
村
市
長
は
「
進
出
し
て
い
た
だ
く

貴
社
工
場
で
つ
く
ら
れ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ

ス
用
ろ
過
板
が
世
界
の
鉱
山
で
活
躍
す
る
の

は
誇
り
で
あ
り
、
大
い
に
発
展
し
て
ほ
し
い
」

と
歓
迎
し
ま
し
た
。

新
工
場
の
敷
地
面
積
は
１
万
７
０
０
０
平

方
㍍
、
５
月
に
着
工
、
10
月
に
完
成
、
来
年

１
月
に
も
本
格
稼
働
を
目
指
す
予
定
で
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

「
八
女
か
ら
世
界
へ
」
を
合
言
葉
に
！ 

タ
キ
ロ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
立
地
協
定
調
印
式

八
女
西
部
広
域
事
務
組
合
で

は
、
立
花
町
兼
松
の
立
花
最
終
処

分
場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
立
花
支
所

管
内
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。

37
人
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
北
山
小
学
校
５
年
生

田
中
真ま

い愛
さ
ん
の
「
た
ち
ば
な
エ

コ
リ
ン
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
は
地
域
名
、
エ
コ
は

エ
コ
ロ
ジ
ー
、
リ
ン
は
林
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
の
汚
い
イ
メ
ー
ジ
を
カ
ラ
フ
ル

な
文
字
に
し
て
き
れ
い
な
イ
メ
ー

ジ
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

愛
称
は

「
た
ち
ば
な
エ
コ
リ
ン
」

協定書にサインをする三田村市長と梶谷社長

協定書を交わしたあと、しっかりと握手をする（左から）タキロン株式会社村田取締役、タキロンポリマー株式会社梶谷社長、
三田村市長、松延市議会議長、福岡県企業立地課石川課長

賞状を受け取る田中真愛さん
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２
０
１
０
「
ざ
ぶ
ん
賞
」
福
岡

県
地
区
表
彰
式
が
２
月
27
日
㈰
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生

命
の
源
で
あ
る「
水
」を
テ
ー
マ
に
、

「
命
」
や
「
自
然
」
の
大
切
さ
を
理

解
し
行
動
で
き
る
人
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
小
中
学
生
を
対

象
に
毎
年
水
に
ち
な
ん
だ
創
作
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

式
典
に
は
受
賞
者
な
ど
約
50
人

が
出
席
。
ま
ず
、
新
潮
社
出
版
部

の
佐
藤
誠
一
郎
さ
ん
が
「
自
分
を

書
く
と
い
う
こ
と
～
日
記
と
手
記

～
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。
さ
ま

ざ
ま
な
作
家
の
文
章
を
例
に
し
、

「
自
分
を
書
く
に
は
、
常
に
自
分
と

向
き
合
う
必
要
が
あ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

今
回
は
全
国
で
６
０
８
４
点
、

県
内
か
ら
は
５
８
４
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
全

国
表
彰
と
し
て
「
ざ
ぶ
ん
賞
」
環

境
賞
を
受
け
た
堀
彩
奈
さ
ん
（
大

川
市
川
口
小
学
校
４
年
）
と
「
ざ

ぶ
ん
賞
」
文
化
賞
を
受
け
た
渡
邊

早
紀
さ
ん
（
八
女
学
院
中
１
年
）

に
ざ
ぶ
ん
賞
実
行
委
員
会
理
事
で

審
査
選
考
委
員
長
の
安
部
龍
太
郎

さ
ん
か
ら
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
福
岡
県
地
区
表
彰
と

し
て
27
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。
安

部
さ
ん
は
講
評
の
な
か
で
「
い
い

文
章
を
書
く
皆
さ
ん
は
表
情
が
素

晴
ら
し
い
。
日
ご
ろ
の
観
察
力
、

思
考
力
を
み
が
く
こ
と
で
い
い
文

章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
受
賞
者
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

「
水
」
を
テ
ー
マ
に
「
命
」「
自
然
」
を
考
え
る

２
０
１
０
ざ
ぶ
ん
賞
福
岡
県
地
区
表
彰
式

Ｊ
Ａ
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
会
が
農
林
水
産
大
臣
賞

全国表彰入賞作文が装画や工芸を加え仕上げ
られたアート作品として展示されました

受賞した堀彩奈さん（中央）と渡邊早紀さん（右）

（左）完成した「立花かるた」（上）かるたをつくっ
た八女文化連盟立花支部郷土史部の皆さん

賞状を手にするキウイフルーツ部会長の東さん（中央）

２
０
１
０
年
度
の
全
国
果
樹
技

術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
Ｊ
Ａ

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
会
（
東
孝
治

部
会
長
ほ
か
５
７
１
人
）
が
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
部
会
は
年
間
５
０
９
７
ト
ン

（
２
０
０
９
年
度
）
を
出
荷
し
、
販

売
高
は
16
億
円
を
超
え
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
生
産
日
本
一
を
誇
り
ま

す
。
ま
た
、
全
国
に
先
駆
け
て
産

地
で
の
追
熟
処
理
を
施
し
、
食
べ

ご
ろ
の
キ
ウ
イ
を
「
博
多
甘う

れ
っ
こ
熟
娘
」

ブ
ラ
ン
ド
で
出
荷
す
る
な
ど
、
生

産
技
術
と
経
営
内
容
が
優
れ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

東
部
会
長
は
「
非
常
に
あ
り
が

た
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部

会
で
は
共
同
出
荷
し
て
い
く
中
で
、

糖
度
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
安
定

し
た
品
質
の
も
の
を
消
費
者
に
お

届
け
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
い
し
い
は
当
た
り
前
で
、
安

全
で
安
心
な
も
の
を
食
べ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

立
花
地
区
の
名
所
が
か
る
た
に
な
り
ま
し
た

八
女
文
化
連
盟
立
花
支
部

郷
土
史
部
（
平
島 

格い
た
る部

長
）

が
作
成
し
た
「
立
花
か
る
た
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
か
る
た
は
取
り
札
、

読
み
札
と
も
44
枚
。
取
り
札

に
は
立
花
地
区
の
名
所
な
ど

の
写
真
や
絵
が
、
読
み
札
は

筆
書
き
、
裏
に
は
説
明
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
当
初
か
る

た
の
候
補
地
は
１
１
５
か
所

あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
間
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
絞

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
調
べ
る
中
で
「
立
花
と

隣
接
し
て
い
た
ほ
か
の
地
域

と
の
か
か
わ
り
な
ど
分
か
っ

た
」
と
平
島
部
長
。「
若
い
人

た
ち
に
、
か
る
た
遊
び
を
通

じ
て
貴
重
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
受
け
継
い
で
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

か
る
た
は
市
内
の
立
花
地
区

の
小
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
か
る
た
は
次
の

施
設
で
一
部
１
２
０
０
円
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
花
ワ
イ
ン
工
場
・
立
花
保

健
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
か

が
や
き
」・
白
城
の
里
「
旧
大

内
邸
」
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
卓
球

講
座
を
行
い
ま
し
た

八
女
市
体
育
協
会
卓
球
部
で

は
、
平
成
22
年
度
３
期
生
と
し
て

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
講
座
「
八
女

南
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
八
女
市

総
合
体
育
館
で
１
月
27
日
㈭
か
ら

開
催
し
ま
し
た
。
８
歳
の
小
学
生

か
ら
76
歳
の
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
14
人
が
参
加
。
丁
寧
で

熱
心
な
指
導
に
よ
り
受
講
生
の
技

術
が
長
足
に
進
歩
し
、
楽
し
い
雰

囲
気
の
な
か
で
２
月
24
日
㈭
に
５

回
の
講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
20
日
㈰
に
は
八
女

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
と
市
内

卓
球
人
口
の
す
そ
野
拡
大
を
目
的

に
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
53
人
が
参
加
。
初
め
て

の
試
み
と
し
て
初
心
者
・
初
級
者

で
50
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
男
女

を
問
わ
ず
に
ラ
ン
ク
別
に
試
合
を

行
い
、
参
加
者
は
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
き
ま
し
た
。

　
　
　
　（
結
果
は
19
ペ
ー
ジ
）各クラス入賞者の皆さん

受章した松﨑さん（中央）

立花支所周辺を清掃する立花小学校
6 年生の皆さん

①花のアーチをくぐる三
宅さん夫妻②園児らも町
並みを歩きました③ちょう
ちんの絵付け体験の様子

松
﨑
圴
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

八
女
市
議
会
議
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
地
域
社
会
に
貢
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
松
﨑
圴
さ
ん

（
酒
井
田
）
が
旭

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

松
﨑
さ
ん
は
昭
和
50
年
か
ら
昭

和
62
年
ま
で
３
期
12
年
市
議
会
議

員
と
し
て
市
の
発
展
に
尽
力
。
ほ

か
に
も
八
女
地
区
防
犯
協
会
役
員

や
八
女
市
交
通
安
全
協
会
三
河
支

部
長
と
し
て
安
心
・
安
全
の
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

回
の
受
章
を
記
念
し
て
「
八
女
市

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
、
市
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
て
立
花
小
学
校
６
年
生
児
童
59

人
が
３
月
10
日
㈭
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
を
前
に
、
ふ
る
さ
と
立
花

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
た
い
と
企

画
。
児
童
た
ち
は
、
立
花

支
所
・
立
花
体
育
館
・
梅

の
里
公
園
・
谷
川
梅
林
・

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
の
５
か
所
に
分

か
れ
て
、
約
１
時
間
に
わ

た
っ
て
、
ご
み
拾
い
や
窓

ガ
ラ
ス
ふ
き
、
看
板
清
掃

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
立
花
支
所

を
清
掃
し
た
川
崎
優ま

さ
き希
く
ん
は「
ご

み
拾
い
や
草
取
り
を
し
ま
し
た
。

き
つ
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
に
な
っ

て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

育
っ
た
地
域
に
感
謝
を
こ
め
て 

立
花
小
学
校
６
年
生
が
清
掃
活
動

沿
道
の
祝
福
を
う
け
２
組
が
挙
式 

雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま

つ
り
」
が
２
月
11
日
㈷
か
ら
３
月

21
日
㈷
ま
で
の
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
27
日
㈰
に
は
、
十
二
単
衣

と
束
帯
姿
の
結
婚
式
が
福
島
八
幡

宮
で
行
わ
れ
、
黒
木
町
の
三
宅
浩

二
さ
ん
・
な
お
み
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル

が
式
を
あ
げ
ま
し
た
。
境
内
の
参

道
に
は
、
親
族
、
友
人
や
一
般
の

見
物
客
な
ど
に
よ
る
花
の
ア
ー
チ
。

「
お
め
で
と
う
」
と
た
く
さ
ん
の
祝

福
を
受
け
な
が
ら
く
ぐ
り
歩
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
二
人
を
出
迎
え

た
か
わ
い
い
お
雛
様
と
お
内
裏
様

に
扮
し
た
地
元
の
幼
稚
園
・
保
育

園
児
と
と
も
に
、
白
壁
の
町
並
み

を
古
式
ゆ
か
し
く
練
り
歩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
園
児
ら
か
ら
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
葉
が

か
け
ら
れ
る
と
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

笑
み
で
応
え
て
い
ま
し
た
。
３
月

６
日
㈰
は
、
雨
の
た
め
パ
レ
ー
ド

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
柳

川
市
の
富
田
高
嗣
さ
ん
と
麻
美
さ

ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
式
を
あ
げ
、
永

遠
の
愛
を
誓
い
ま
し
た
。
期
間
中
、

八
女
特
有
の
箱
雛
や
雛
飾
り
が
飾

ら
れ
た
福
島
地
区
一
帯
は
華
や
か

な
雰
囲
気
。
桃
色
の
ち
ょ
う
ち
ん

を
目
印
に
多
く
の
人
が
雛
め
ぐ
り

や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

三宅さ
ん

夫妻

❶

❸

❷



〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　
牧
口
健
次
郎・宮
崎
啓
光（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）　

２
位　

西
江
九
州

男
・
穴
見
栄
子
（
同
）　

３
位　

下

川
紘
一・三
宅
静
鹿
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン

ク
ラ
ブ
）
小
川
和
子・木
庭
智
子
（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　
太
田
朝
之・秀
徳
千
美
子（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）　

２
位　

原

田
孝
光
・
三
宅
由
美
子
（
田
代
ピ
ン

ポ
ン
ク
ラ
ブ
）　

３
位　
原 

満
・
原

真
理
子
（
パ
プ
リ
カ
）
馬
渡
秀
子
・

末
継
久
人（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　

牧
口
健
次
郎
（
サ
ウ
ス
ク
ラ

ブ
）　

２
位　

宮
崎
啓
光
（
同
）　

３
位　

下
川
紘
一
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン

ク
ラ
ブ
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　

森
田
宣
昭
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン

ク
ラ
ブ
）　

２
位　

利
根
真
美
（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
）　

３
位　

太
田
朝
之

（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）・
船
津
イ

サ
子
（
同
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優
勝　

鍋
田
悦
美
（
木
屋
ピ
ン
ポ

ン
ク
ラ
ブ
）　

２
位　

原
嶋
美
枝
子

（
同
）
３
位　

江
田
ヒ
サ
ノ
（
黒
木

ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）・田
形
慶
子
（
同
）

優
勝　
光
友
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

２
位　
筑
南
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス

３
位　
広
川
イ
ー
グ
ル
ス

　
　
　

広
川
少
年
野
球

第
24
回
東
八
女
少
年
野
球

新
人
戦

　
　

期
日　

２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　

会
場　

広
川
グ
ラ
ウ
ン
ド 

他

ＳＰＯＲＴＳ

１月に北山カージナルスと白木クラブが合併して
結成された「筑南カージナルス」の戸次くんが元気
に選手宣誓しました

九
州
新
幹
線
に
乗
っ
て
関
西
・
関
東
方
面
へ

和
ろ
う
そ
く
の
技
を
学
ぶ 

八
女
市
公
民
館
講
座

九
州
新
幹
線
が
３
月
12
日
㈯

に
全
線
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
立
花
ワ
イ
ン
工
場
で
は
、

例
年
よ
り
半
月
早
い
３
月
16
日
㈬

と
17
日
㈭
に
「
博
多
あ
ま
お
う
ワ

イ
ン
」
の
瓶
詰
め
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
新
幹
線
と
と
も

に
関
西
・
関
東
方
面
に
旅
立
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

福
岡
市
内
で
は
天
神
、
博
多
、

空
港
と
販
売
店
を
確
保
。
立
花
ワ

イ
ン
の
白
山
豊
茂
代
表
取
締
役
は
、

「
今
年
は
新
幹
線
で
鹿
児
島
か
ら

青
森
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。
全
国

ブ
ラ
ン
ド
の
八
女
茶
と
博
多
あ
ま

お
う
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
を
柱
に
関

西
・
関
東
方
面
で
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

第
１
回
八
女
市
民
新
春

卓
球
大
会

　
　
　
　
　

 

期
日　

２
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　

 

会
場　

黒
木
体
育
館

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
筑
後
支
部
八

女
分
会
（
下
川
澄
人
会
長
）
か
ら
市
教

育
委
員
会
へ
の
横
断
旗
贈
呈
式
が
２
月

15
日
㈫
行
わ
れ
、
西
島
民
生
教
育
長
が

受
け
取
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
の

19
小
学
校
に
６
本
ず
つ
の
計
１
１
４
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。「
横
断
歩
道
付

近
で
の
交
通
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
下
川
会
長
。
西
島
教
育

長
は
「
長
年
子
ど
も
の
交
通
安
全
に
配

慮
し
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

しめらせたイグサを和紙に巻いていきます

瓶詰め後、ラベルが貼られた「博多あまおうワイン」

八
女
市
公
民
館
講
座
「
手
し
ご

と
体
験
工
房
」
の
第
３
弾
・
筑
後

和
ろ
う
そ
く
の
技
を
学
ぼ
う
講
座

が
２
月
12
日
㈯
、
19
日
㈯
、
26
日

㈯
に
八
女
伝
統
工
芸
館
で
あ
り
ま

し
た
。
19
日
は
「
松
山
櫨
復
活
委

員
会
」
の
矢
野
さ
ん
か
ら
指
導
を

受
け
灯と

う
し
ん
そ
う

芯
草
で
和
ろ
う
そ
く
の
芯

を
つ
く
り
ま
し
た
。
灯
芯
草
と
は

イ
グ
サ
の
品
種
で
、
十
分
に
し
め

ら
せ
て
髄
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を

和
紙
に
巻
い
て
芯
を
作
り
ま
し
た
。

「
優
し
い
和
ろ
う
そ
く
の
灯
り

が
好
き
で
参
加
し
ま
し
た
。
小
さ

い
こ
ろ
は
八
女
市
に
は
た
く
さ
ん

の
櫨
が
あ
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
」
と
参
加
者
の
一
人
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

交
通
安
全
に
役
立
て
て 

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
筑
後
支
部
八
女
分
会西島教育長に手渡す下川会長（中央）と役員の皆さん
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⃝
第
１
次
試
験
＝
５
月
８
日
㈰

⃝
受
付
＝
４
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

⃝
採
用
予
定
＝
①
男
性
２
２
０
人

②
女
性
30
人
③
武
道
指
導
３
人
④

専
門
捜
査
官
（
経
済
４
人
、
語
学

２
人
、
情
報
工
学
３
人
）

⃝
受
験
資
格
＝
①
～
③
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
４
大
卒

業
者
か
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
※
③
柔
・
剣
道
3
段
以

上
、
④
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
か
、
平

成
２
年
４
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で

４
大
卒
か
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
参
加
費
＝
２
千
円
（
材
料
費
込
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

⃝
日
時
＝
５
月
17
日
㈫
か
ら
１
年

間
の
毎
週
火
曜
19
時
30
分
～
21
時

※
開
講
式
５
月
17
日
㈫
20
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

⃝
受
講
料
＝
無
料
※
要
教
材
費

⃝
定
員
＝
30
人

⃝
申
し
込
み
＝
文
化
課
（
☎
２
３
・

１
９
８
２
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ

タ
ー
室
内
合
奏
団
野
田
さ
ん

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

お
知

ら
せ

　「
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
あ

な
た
の
１
票
で
ま
ち
づ
く
り
～
」
を

開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
来
場
者
全
員
に

よ
る
投
票
の
結
果
、
１
位
に
な
っ
た

グ
ル
ー
プ
の
事
業
計
画
を
実
現
さ

せ
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
４
月
10
日
㈰
12
時
～
15

時⃝
会
場
＝
八
女
商
工
会
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
青
年
会
議

所
（
☎
２
４
・
４
０
２
２
）

⃝
日
時
＝
４
月
17
日
㈰
８
時
30
分

岩
戸
山
古
墳
大
神
宮
前
出
発
※
少

雨
決
行
、
強
雨
時
は
４
月
24
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
古
墳
～
石
人
山

古
墳
（
広
川
町
）
往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
円
（
保
険
料

含
）、
会
員
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
荒
尾
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
手
話
を
習
得
し
て
、聴
覚
に
し
ょ

う
が
い
が
あ
る
人
と
交
流
を
深
め

ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
５
月
11
日
～
９
月
７
日

の
毎
週
水
曜
日
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

⃝
対
象
・
定
員
＝
中
学
生
以
上
50

人⃝
申
し
込
み
締
切
＝
４
月
20
日
㈬

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
２
３・０
２
９
４
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
室
内
用
運
動

靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
４
月
２
日
㈯
・
30
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
染
め
を
し
た
厚

地
の
手
す
き
和
紙
を
使
っ
て
鯉
の

ぼ
り
を
作
り
ま
す
。
大
き
さ
は
縦

40
㌢
・
横
30
㌢
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

と
し
て
飾
れ
ま
す
し
、
贈
り
物
と

し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
定
員
20
人
。

⃝
日
時
＝
４
月
２
日
㈯
10
時
～
12
時

警
察
官
（
大
卒
程
度
）

手
話
教
室

第
35
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た

め
の
ギ
タ
ー
教
室

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

鯉
の
ぼ
り
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り

八
女
青
年
会
議
所
４
月
例
会

教
室
・
講
座

　「乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん訪問）」
をご存じですか。これは、赤ちゃんが生まれたすべて
の家庭を訪問し、子育ての様子や悩み等を聞き、子育
ての情報をお伝えし、地域の中で安心して子育てをし
ていただくための取り組みです。昨年度まで旧八女市
において訪問を希望する家庭を対象に行っていました
が、今年４月からは全市に拡げ、おおむね生後４か月
までの乳児がいるすべての家庭を対象に行います。母
子手帳申請時、出生届時、子ども手当申請時等にあな
たの地区の訪問従事者（※）主任児童委員、民生委員・
児童委員等）をお知らせしますので悩み事、聞きたい
こと、何でもご相談ください。
◦訪問従事者は、市の委託を受けた者（※）および保
健師、保育士等です。
◦訪問日は、電話で調整させていただきます。

乳幼児家庭訪問事業
が全戸対象になります

母子健康手帳は支所でも交付します

妊婦健康診査補助券（黄色の冊子）
は4月1日以降もご利用できます

　母子健康手帳および 14 回の妊婦
健康診査補助券交付の際に、「補助
の回数・内容等が変わる可能性があ
ります」とお知らせしていた人につい
ても、妊婦健康診査補助券は 4 月1
日以降ご利用いただけます。

これまで市役所本庁および黒木総合
支所で交付していた母子健康手帳交
付を、4 月1日から、各支所（立花・
上陽・矢部・星野支所）市民生活福
祉課でも交付することになりました。

問い合わせ＝健康課健康推進係（☎ 23・1352）

問い合わせ＝子育て支援課（☎２３・１３５１）

こんにちは赤ちゃん訪問♥



広報やめ　2011.4.123

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

常
勤
の
公
務
員
、
21
・
22
年
度
県

政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
。

⃝
任
期
＝
平
成
23
年
６
月
下
旬（
予

定
）
～
平
成
24
年
３
月
31
日

⃝
謝
礼
＝
活
動
状
況
に
応
じ
て
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈

⃝
募
集
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
５

月
31
日
㈫
※
消
印
有
効

※
応
募
は
が
き
は
市
役
所
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広
報

課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
０
３
）

⃝
日
時
＝
４
月
16
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　
母
子
家
庭
の
養
育
費
や
金
銭
の

貸
借
問
題
な
ど
に
関
す
る
弁
護
士
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
昼
間
の
相
談
＝
４
月
６
日
㈬
・
６

月
１
日
㈬
の
13
時
～
15
時

⃝
夜
の
相
談
＝
４
月
13
日
㈬
・
27

日
㈬
、
５
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、

６
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
の
18
時
30

分
～
20
時
30
分

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
県

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

⃝
申
し
込
み
＝
相
談
日
前
日
ま
で

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着

順
受
付
１
日
４
人
、
１
人
30
分
）

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
※
電
話
に
よ
る
養
育
費

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
16
時

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

⃝
日
時
＝
４
月
15
日
㈮
10
時
～
15

時
30
分

⃝
場
所
＝
県
弁
護
士
会
天
神
弁
護

士
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
渡

辺
通
５
‐
14
‐
２
南
天
神
ビ
ル
）

⃝
電
話
予
約
＝
０
９
２
・
７
４
１
・

３
２
０
８

　
臨
床
心
理
士
資
格
を
持
つ
同
大

大
学
院
の
心
理
学
研
究
科
教
員
が

応
じ
ま
す
。
い
ず
れ
も
先
着
６
人
、

同
大
学
院
生
の
陪
席
あ
り
。

⃝
日
時
＝
５
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

６
月
４
日
・
11
日
・
25
日
※
い
ず

れ
も
土
曜
日
、
13
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
大
学
御
井
キ
ャン
パス

⃝
申
し
込
み
＝
心
理
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
４
３
・
４

４
１
１
）
※
平
日
15
時
～
18
時

作
文
・
面
接
　

⃝
試
験
日
＝
４
月
17
日
㈰

⃝
提
出
書
類
＝
申
込
書（
学
校
教
育

課
に
準
備
）、資
格
証
明
書
の
写
し

⃝
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校

教
育
課
総
務
係（
☎
２
３・
１
９
５
４
）

⃝
業
務
内
容
＝
市
内
ま
ち
づ
く
り

団
体
の
地
域
振
興
計
画
づ
く
り
の

支
援
・
指
導
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
地
域
活
動
へ
の
協
力

⃝
応
募
要
件
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
市
民
団
体
が
行
う
市
民
活
動

に
主
体
的
に
携
っ
た
経
験
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
を

支
援
す
る
業
務
に
意
欲
が
あ
る
人

⃝
募
集
人
員
＝
２
人

⃝
提
出
書
類
＝
申
込
書

⃝
受
付
期
間
＝
４
月
６
日
㈬
～
４

月
28
日
㈭
　
※
土
・
日
除
く

⃝
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

作
文
・
面
接
等

⃝
試
験
日
＝
５
月
８
日
㈰

⃝
採
用
日
＝
６
月
１
日
㈬

⃝
雇
用
条
件
＝
八
女
市
規
定
等
に
よ
る

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域

支
援
課
地
域
自
立
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

⃝
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
で
23
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
の
人
。

　
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
種
、

家
庭
裁
判
所
調
査
官
採
用
Ⅰ
種
試
験
。

⃝
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
15

日
㈮

⃝
１
次
試
験
＝
５
月
29
日
㈰

⃝
受
験
資
格
＝
昭
和
56
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
地
方
裁
判

所
（
☎
０
９
２・７
８
１・３
１
４
１
）

http://w
w

w.courts.go.jp/
　
Ⅰ
・
Ⅱ
種
試
験
（
大
卒
程
度
）

を
実
施
し
ま
す
。
試
験
区
分
等
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
11
日
㈪

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
防
衛
局

（
☎
０
９
２
・
４
８
３
・
８
８
１
５
）

http://w
w

w.m
od.go.jp/

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
少
人
数

指
導
を
行
う
業
務
で
す
。

⃝
募
集
予
定
人
員
＝
若
干
名

⃝
勤
務
場
所
＝
八
女
市
内

⃝
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

⃝
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
４

月
11
日
㈪
※
土
・
日
を
除
く

⃝
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署

（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）　

⃝
種
類
＝
①
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
②

国
家
公
務
員
Ⅱ
種
③
国
税
専
門
官

④
労
働
基
準
監
督
官
⑤
法
務
教
官

⃝
受
験
資
格
＝
①
昭
和
53
年
４
月

２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
、

②
～
⑤
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平

成
２
年
４
月
１
日
生
、
②
⑤
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
で
大
学
・

短
大
・
高
専
卒
業
者
か
来
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
者
、
③
④
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
で
大
卒
者

か
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
者

⃝
受
付
期
間
＝
①
４
月
１
日
～
８

日
②
４
月
11
日
～
20
日
、
③
④
⑤

４
月
１
日
～
14
日
※
①
②
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
有

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
院
九
州
事
務

局
（
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３
）

国
家
公
務
員
（
大
卒
程
度
）

裁
判
所
職
員
（
大
卒
程
度
）

防
衛
省
職
員
採
用

少
人
数
指
導
教
員（
市
嘱
託
職
員
）

ま
ち
づ
く
り
指
導
員

（
市
嘱
託
職
員
）

平
成
23
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

「
遺
言
の
日
」
無
料
法
律
相
談

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

養
育
費
等
の
無
料
法
律
相
談

　作放棄地の解消と有効利用を目的と
して、土地所有者に代わって行う農

地の再生作業（一定の労力と費用を必要と
するもの）を支援します。農地再生作業交
付金は、荒廃の状況に応じ、１反当たり3
～5万円です。詳細はお問い合わせください。
受付期限＝平成２３年８月３１日㈬
◦問い合わせ＝八女市担い手育成総合支援協
議会（農業委員会事務局☎２３・２４０７）

耕作放棄地再生利用交付金

耕

久
留
米
大
学
院

無
料
心
理
相
談
会
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聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能
の
し
ょ
う

が
い
の
た
め
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と

に
支
障
が
あ
る
人
た
ち
に
、
手
話
通
訳

者
や
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に

よ
り
、
意
思
の
疎
通
を
円
滑
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
お
よ
び
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
派

遣
登
録
い
た
だ
け
る
手
話
通
訳
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
、
申
請
・
登
録
＝
福
祉

課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係

（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

障
害
者
等
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
リ
ー

ベ
ル
」
を
清
水
町
商
店
街
駐
車
場
入
口

の
東
側
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が

い
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
を
行
う

と
と
も
に
、
し
ょ
う
が
い
者
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
身
体・知
的
障
害
者・

児
童
（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

▽
精
神
障
害
者
（
☎
２
２
・
２
６
３
０
）

　

次
の
と
お
り
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

⃝
内
容
＝
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門

職
員
が
医
療
、
福
祉
お
よ
び
地
域
の
社
会

基
盤
と
の
連
携
強
化
の
調
整
等
を
行
う

⃝
場
所
＝
▽
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー

ベ
ル
」
２
Ｆ
（
☎
２
２
・
２
６
３
０
）

▽
筑
水
会
病
院
内
「
ゆ
う
ゆ
う
」（
八
女

市
吉
田
）
※
問
い
合
わ
せ
＝
☎
２
２
・
２

６
３
０

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型

⃝
内
容
＝
機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

⃝
場
所
＝
▽
陽
だ
ま
り
の
里
（
八
女
市

本
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

▽
ふ
ら
っ
ち
広
場（
八
女
市
本
村
☎
２
４・

３
０
２
２
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型

⃝
内
容
＝
通
所
に
よ
る
作
業
指
導
、
生

活
指
導
を
行
う

⃝
場
所
＝
▽
茶
の
実
作
業
所
（
黒
木
町

木
屋　

☎
４
２
・
１
９
１
５
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
「
ほ

ほ
え
み
」
の
事
業
の
一
部
を
、
大
正
町
商

店
街
の
「
ふ
ら
っ
ち
広
場
」
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
し
ょ
う
が
い

者
の
人
や
地
域
の
人
が
交
流
で
き
る
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
ふ
ら
っ
ち

広
場
」
に
は
し
ょ
う
が
い
者
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
女
作
業
所
や
筑
後
特
別
支

援
学
校
の
人
が
作
製
し
た
物
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
八
女
市
内
に
お
住
ま
い
の

人
な
ら
だ
れ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

⃝
開
館
時
間
＝
毎
週
火・木・土・日
曜
日
、

10
時
～
16
時

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
ら
っ
ち
広
場
※
八
女

市
本
村
（
☎
２
４
・
３
０
２
２
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館
や
運
動
場
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
前
も
っ
て
団

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⃝
５
月
利
用
者
の
会
＝
４
月
16
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
～
（
福
島
小
、
長

峰
小
、福
島
中
）、14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、岡
山
小
、

西
中
）、
15
時
～
（
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）、
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、北
川
内
小
、見
崎
中
、

上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　　
県
で
は
、
平
成
21
年
３
月
以
降
の
既
卒
者
で
い
ま

だ
就
職
を
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
委
託
事
業
者

を
通
し
て
２
か
月
間
の
体
験
雇
用
を
実
施
し
、
体
験

先
の
企
業
や
同
種
企
業
へ
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

就
職
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
若
者
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝
対
象
者
＝
平
成
21
年
３
月
以
降
に
大
学
・
高
校

等
を
卒
業
し
、
現
在
未
就
職
の
人

⃝
募
集
人
員
＝
１
０
０
０
人

⃝
給
与
等
＝
〈
大
卒
等
〉
月
額
18
万
円
程
度

〈
高
卒
等
〉
月
額
14
万
円
程
度

⃝
実
施
期
間
＝
平
成
23
年
４
月
～
平
成
24
年
３
月

※
詳
細
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
福
岡
県
　

新
卒
者
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
局
労

働
政
策
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
９
２
）

新
卒
者
緊
急
就
職
応
援
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
っ
ち
広
場

在宅の重度心身障害者（児）に、タクシー初
乗り料金分を助成します。月２枚で、申請

した月から来年３月までのチケットを交付します。
（人工透析者は月４枚）。施設入所および入院中
の人は該当しません。
⃝対象＝次のすべてに該当する人①非課税世帯の
人②自動車税などの減免を受けていない人③身
体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ、Ａ１、Ａ２、
精神障害者保健福祉手帳１級をもつ人
※タクシー乗務員に身障者手帳、療育手帳を提
示すれば運賃が一割引きとなります。
⃝持参するもの＝手帳、印鑑
⃝申し込み・問い合わせ＝福祉課（☎ 23・1335）
黒木総合支所 保健福祉課（☎４２・１１１４）
立花支所 市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
上陽支所 市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
矢部支所 市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
星野支所 市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

在宅のしょうがい者にタクシー料金の一部を助成します

お気軽にご利用ください♪福祉の支援事業

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用



広報やめ　2011.4.125

無料法律相談
◦ 4 月21日㈭（4/5 予約開始）、5 月12
　日（4/25 予約開始）13 時～16 時／
　法務局八女支局※要予約☎２３・２６０３
◦ 4 月 8 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館※要予約☎ 23・0294
◦ 4 月15 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
◦ 4 月 22 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
◦ 4 月15 日㈮ 10 時～ 12 時／八女　
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館※要予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
  ／八女市役所消費生活相談室☎ 23・1183
◦毎週水曜9時～16時 ／黒木総合支所
　１階第３相談室☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
◦4 月14日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
◦4 月20日㈬９時～12時 / 働く婦人の家
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦4 月19 日㈫ 10 時～ 11時／黒木総
　合支所第 3 相談室
※問い合わせ＝リーベル☎ 22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦ 4 月1日㈮ 13 時～16 時／社会福祉会館
◦ 4 月 8 日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 4 月13日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月20日㈬13時～16時／社会福祉会館
◦4 月11日㈪ 13 時 30 分～ 16 時／

　地域福祉センター（上陽）
◦4 月6日㈬、20日㈬ 9 時 30 分～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 4月13日㈬13時～16時/立花市民センター
◦ 4 月13日㈬９時～12時／星野支所
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦ 4 月 8 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 4 月15 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦ 4 月 6 日㈬、20 日㈬ 13 時 30 分～
　16 時／社会福祉会館
◦ 4 月 13 日㈬、27 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦ 4 月6日㈬、20日㈬ 9時 30 分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 4 月13日㈬、27日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦4月1日㈮13時～15時／商工会議所
税務相談
◦4月11日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦4月20日㈬10時～15時／商工会議所
※要予約・年金事務所☎0942・33・6192
不動産相談
◦4月27日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦4月18日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦ 4 月19日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 206 会議室
◦ 4 月14 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦ 4 月8日㈮・19日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 4 月 5 日㈫・19 日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦4 月14日㈭11時～12 時／矢部公民館

◦4 月28日㈭10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※要予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所※要予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）要予約☎0944・72・2176
エイズ検査とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎ 0944・72・2812）

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8 時 30 分～17 時15 分／南筑後保
健福祉環境事務所（☎ 0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

火災出火件数     4件 （  7件）
救急出動件数 224件  （503件）
救急搬送人数 218人 （481人）

発生件数 31件 （72件）
傷　　者 43人 （106人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 70,123  (-90)
男 33,054  (-43)
女 37,069  (-47)

世帯数 23,857  (-12)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 転入 108人
死亡 93 人 転出 138人

相談はお気軽にどうぞ

◦道路公有水面占用料
◦住宅家賃・保育料
◦水道料金・下水道使用料
◦農業集落排水施設使用料 ▼ 2 月の交通事故の状況

▼２月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動納期限・口座振替日は５月２日（月）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。納期限内の納付に
ご協力ください。遅れると延滞金が加算されることになります。
※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

４
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談



♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

八女市の初春を彩る第22回夢たちばな観梅会が２月19日㈯〜27日㈰
までの９日間、谷川梅林で行われました。広大な80ヘクタールの梅

林には、可憐な白い花が特徴の小梅や淡いピンク色の花が咲く大梅など
数種類の梅の花が咲き誇り、会場を訪れた人々は香り立つ梅林を散策し
楽しんでいました。また物産展会場では、立花特産の梅干しやたけのこな
どの特産品や農産物、地元の郷土料理などが販売され、多くの人が買い
求めていました。期間中の土・日恒例の「竹あかり幻想の世界」が「ワイ
ンセラー・田崎廣助画伯記念ギャラリー」内で行われ、今年は八女市立花
消防団が歌舞伎の「土蜘蛛」を、55人の一般ボランティアが「宝船」を
モチーフに竹あかりを制作。約3500本の竹とうろうが灯されたワインセラー
内は幻想的な雰囲気に包まれ、来場者からは感嘆の声が聞かれました。

（左）電照菊、石橋、大藤、たけのこ、蹴洞岩、棚田など旧市町村にゆかりのある竹
とうろうも作られました（右）たくさんの家族連れなどが、散策し楽しんでいました

第22回夢たちばな観梅会

▼
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
地

震
国
で
あ
る
日
本
は
幾
多
の
地

震
や
津
波
な
ど
災
害
を
経
験
し

そ
の
た
び
に
復
興
し
て
き
た
。
今

回
は
復
興
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

か
な
ら
ず
や
日
本
中
の
み
ん
な
で

笑
い
あ
え
る
日
が
来
る
と
思
う
。

そ
れ
を
信
じ
今
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
考
え
行
動
し
た
い
。（
Ｍ
．Ｍ
）

▼
想
像
を
絶
す
る
大
災
害
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
。
日
本
中
が
、

世
界
中
の
人
々
が
心
を
痛
め
、
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。人
間

は
ど
ん
な
過
酷
な
状
況
に
あ
っ
て

も
、
心
の
中
の
希
望
の
光
は
決
し

て
失
っ
た
り
し
な
い
も
の
と
信
じ
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く

立
ち
直
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

甲斐田 穂
ほ づ み

積ちゃん

Ｈ22年4月7日生（平田）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼

た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
元
気

な
子
に
育
っ
て
ね
♡

鶴 玲
れ い な

奈ちゃん

Ｈ22年4月7日生（蒲原）

玲
奈
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
ス
マ

イ
ル
で
い
つ
も
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
て
く
れ
ま
す
♡

山口 幸
ゆ き の

希ちゃん

Ｈ22年4月10日生（星野村）

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち

と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

月足 桜
さ わ こ

和子ちゃん

江上 結
ゆ い か

香ちゃん

Ｈ22年4月11日生（平田）

Ｈ22年4月3日生（鵜池）

い
つ
も
家
族
に
幸
せ
を
あ
り
が

と
う
！
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

笑
お
う
ね
♪

い
つ
も
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
元
気
に
育
っ
て
ね
。

秋山 颯
は や せ

星ちゃん

内藤 心
こ は る

春ちゃん

Ｈ22年4月12日生（本分）

Ｈ22年4月5日生（国武）

い
や
し
キ
ャ
ラ
の
は
や
せ
く
ん
。

そ
の
満
面
の
笑
顔
で
み
ん
な
メ

ロ
メ
ロ
♡
元
気
に
育
っ
て
ね
♪

こ
は
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
ス

ク
ス
ク
育
っ
て
ね
♡

池田 明
あ か り

香里ちゃん

Ｈ22年4月12日生（龍ヶ原）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
明
香
里
ち
ゃ
ん
。

や
さ
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ね
♡

森 悠
ゆ う と

仁ちゃん

堤 璃
り こ

子ちゃん 山口 希
のぞみ

ちゃん 坂井 咲
く れ あ

麗桜ちゃん 山口 千
ち ひ ろ

紘ちゃん

井上 拓
た く と

人ちゃん

松尾 陽
ひ な た

葵ちゃん

Ｈ22年4月12日生（国武）

Ｈ22年4月29日生（平田） Ｈ22年4月28日生（龍ヶ原） Ｈ22年4月27日生（柳瀬） Ｈ22年4月18日生（吉田）

Ｈ22年4月13日生（平）

Ｈ22年4月29日生（田本）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
元
気
に
楽
し

く
育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

遊
ん
で
ね
。

の
ん
ち
ゃ
ん
１
歳
の
お
た
ん
生
日

お
め
で
と
う
。
４
姉
妹
仲
良
く
し

よ
う
ね
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良
く
♡

元
気
イ
ッ
パ
イ
！
優
し
い
子
に

育
っ
て
ね
♡

パ
パ
大
好
き
の
千
紘
ち
ゃ
ん
。

た
く
さ
ん
遊
ん
で
元
気
に
育
っ

て
ね
。

天
然
パ
ー
マ
が
お
似
合
い
の
拓

ち
ゃ
ん
♡
こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
ね
‼
♡

歌
が
大
好
き
な
ひ
な
た

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

編
集
後
記

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着
順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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